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特
集
◎
平
成
26
年
度
予
算

一
般
会
計
は
４
３
９
億
６
千
万
円

３
月
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
次
の
５
つ
の
重
点
項
目
に
沿
っ
て
、
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

５つの重点項目

活力あふれるまちづくり１

健康長寿のまちづくり２

豊かな人を育
はぐく

むまちづくり３

環境を守り、安全・安心な
まちづくり４

協働によるまちづくりと
行政サービスの向上５

特集◎平成 26 年度　予算

※市営宿舎事業会計は平成 25 年度をもって廃止となりました。

新
本
庁
舎
な
ど
の
施
設
整
備
、
消
費
税
増
税

の
影
響
な
ど
で
過
去
最
大
の
予
算
規
模
に

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
昨
年
よ
り
50
億
６

千
万
円
多
い
４
３
９
億
６
千
万
円
（
13
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

合
併
以
来
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
旧
合
併
特

例
事
業
債
の
活
用
事
業
の
増
加
、
高
齢

化
等
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
自
然
増
、

お
よ
び
消
費
税
増
税
の
影
響
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
５

つ
の
重
要
項
目
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開

し
、
か
つ
無
駄
を
排
し
た
効
率
的
な
事

業
運
営
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
会
計

別
予
算
額
は
右
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り

で
す
。
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は

別
に
経
理
す
る
必
要
の
あ
る
会
計
で

す
。
市
に
は
13
の
特
別
会
計
が
あ
り
、

合
計
額
は
２
５
２
億
９
６
１
１
万
１
千

円
で
、
昨
年
と
比
べ
7
億
５
６
４
７
万

4
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計　

歳
入

歳
入
の
う
ち
全
体
の
4
分
の
１
を
占

め
る
市
税
は
、
昨
年
よ
り
3
億
４
２
９

万
円
多
い
１
１
１
億
２
９
０
７
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
法
人
市
民
税

の
増
と
合
わ
せ
、
課
税
標
準
額
の
増
額

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
増
、
決
算
見
込

み
本
数
の
増
に
伴
う
た
ば
こ
税
の
増
額

を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。ま
た
、

昨
年
に
比
べ
大
き
く
増
え
た
も
の
と
し

て
は
、
地
方
債
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昨

年
よ
り
26
億
９
９
１
０
万
円
多
い
89
億

７
９
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
旧
合
併
特
例
事
業
債
の
活
用
事
業
費

が
増
え
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
と
り

わ
け
本
庁
舎
建
設
が
最
終
年
度
を
迎
え

る
た
め
、
庁
舎
建
設
事
業
債
と
し
て
地

方
債
の
う
ち
最
も
多
い
25
億
９
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳入予算の増減
※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。

平成 26年度
合計：439 億 6,000 万円

平成 25 年度
合計：389 億円

111億2,907万円（25.3%）

108億2,478万円（27.8%）

11億,1320万円（2.9%）

27億3,322万円（7.0%）
15億4,999万円（4.0%）
16億8,122万円（4.3%）

101億円（26.0%）

46億8,879万円（12.0%）

62億880万円（16.0%）

11億6,300万円（2.7%）
28億8,086万円（6.6%）

16億4,093万円（3.7%）
19億8,140万円（4.5%）

107億円（24.3%）

55億5,683万円（12.6%）

89億790万円（20.3%）

市税

繰入金

財産収入外

地方交付税

国・県支出金

地方債

負担金・使用料
および手数料外

各種交付金
地方譲与税

自主財源
38.2％

自主財源
41.7％

依存財源
61.8％ 依存財源

58.3％

会　計　名 平成 26 年度 平成 25 年度 対前年度比 対前年度
比率  ％

一般会計 43,960,000 38,900,000 5,060,000 13.0
特別会計 25,296,111 24,539,637 756,474 3.1
同和地区住宅新築資金等貸付事業 844 742 102 13.7
国民健康保険 10,786,838 10,688,245 98,593 0.9
後期高齢者医療 1,007,006 890,543 116,463 13.1
介護保険 8,840,195 8,257,437 582,758 7.1
下水道事業 4,332,824 4,405,574 △ 72,750 △ 1.7
農業集落排水事業 194,048 192,573 1,475 0.8
上川手山林財産区 1,936 2,089 △ 153 △ 7.3
北の沢山林財産区 761 462 299 64.7
有明山林財産区 1,251 1,055 196 18.6
富士尾沢山林財産区 1,429 892 537 60.2
穂高山林財産区 1,304 870 434 49.9
産業団地造成事業 99,058 99,155 △ 97 △ 0.1
観光宿泊施設事業　※新設 28,617 － 28,617 皆増
総　計（一般会計 + 特別会計） 69,256,111 63,439,637 5,816,474 9.2

企業会計

水道事業会計

収益的収入 2,321,433 2,001,418 320,015 16.0
収益的支出 2,027,382 1,823,926 203,456 11.2
資本的収入 706,236 691,892 14,344 2.1
資本的支出 2,307,626 2,263,319 44,307 2.0

市営宿舎事業会計

収益的収入 0 16,578 △ 16,578 皆減
収益的支出 0 32,686 △ 32,686 皆減
資本的収入 0 0 0
資本的支出 0 49,893 △ 49,893 皆減

平成 26 年度安曇野市各会計予算額一覧 単位：千円
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平成 26年度
合計：439 億 6,000 万円

平成 25 年度
合計：389 億円57億6,688万円（13.1%）総務費 72億9,452万円（16.6%）

農林水産業費 21億1,472万円（4.8%）

58億5,400万円（15.0%）

63億804万円（16.2%）

1億,1114万円（0.3%）

48億7,891万円（12.5%）

47億603万円（12.1%）

67億9,244万円（17.5%）

45億7,961万円（11.8%）

9億8,760万円（2.5%）

39億8,832万円（10.3%）
6億9,391万円（1.8%）

70億3,120万円（16.0%）

民生費 124億3,994万円（28.3%）
3億5,274万円（0.8%）

衛生費 29億2,941万円（6.7%）

53億5,172万円（12.2%）

49億6,844万円（11.3%）

商工費 26億9,711万円（6.1%）

土木費 45億6,079万円（10.4%）

消防費 21億3,241万円（4.9%）

教育費 49億6,970万円（11.3%）

公債費 44億1,184万円（10.0%）

その他（議会費 予備費等）4億956万円（0.9%）

103億4,798万円（23.6%）

9億6,384万円（2.2%）

39億7,123万円（9.0%）
7億9,413万円（1.8%）

44億1,184万円（10.0%）

人件費

物件費

扶助費

維持補償費

補助費等

普通建設事業費

公債費

貸付金

繰出金

その他
（積立金・予備費等）

円
減
と
な
り
ま
し
た
。

繰
出
金

繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
が
７
５
５
４
万
円
増
、

観
光
宿
泊
施
設
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

が
１
８
９
７
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
土
地
開
発
基
金
へ
の
繰
出
金
が
１

億
１
５
６
０
万
円
減
る
な
ど
、
全
体
と

し
て
は
１
７
１
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

総
務
費

総
務
費
に
は
、
72
億
９
４
５
２
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
主
に
、
本
庁
舎
建

設
事
業
で
昨
年
比
13
億
３
８
５
万
円
増

の
30
億
５
０
７
万
円
、
新
本
庁
舎
へ
の

電
算
シ
ス
テ
ム
移
転
や
総
合
窓
口
の
運

用
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
含
む
電

算
管
理
費
に
5
億
７
６
６
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

民
生
費

一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
最
も
多
い
割

合
を
占
め
る
民
生
費
は
、
１
２
４
億
３

９
９
４
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
昨
年

と
比
べ
、
三
郷
南
部
・
ア
ル
プ
ス
の
両

保
育
園
建
設
を
含
む
公
立
保
育
園
整
備

一
般
会
計　

歳
出

一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
い
て
、
性
質

別
お
よ
び
目
的
別
の
グ
ラ
フ
を
下
記
に

示
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
と
の
比

較
や
本
年
度
の
傾
向
を
見
て
み
ま
す
。

人
件
費

人
件
費
は
、
昨
年
と
比
べ
８
７
１
２

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
要

因
と
し
て
は
、
職
員
数
の
減
、
お
よ
び

職
員
の
平
均
年
齢
が
下
が
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

物
件
費

消
耗
品
や
臨
時
職
員
の
賃
金
な
ど
を

含
む
物
件
費
は
、
昨
年
比
7
億
２
３
１

７
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
加
要
因

と
し
て
は
、
本
庁
舎
建
設
に
伴
う
備
品

購
入
で
2
億
９
１
０
０
万
円
増
額
し
て

い
る
ほ
か
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
本
庁
舎

移
転
対
応
分
で
1
億
２
０
２
６
万
円
、

松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業
関
連
で
1
億

１
２
８
２
万
円
、
保
育
園
の
臨
時
職
員

賃
金
で
６
３
０
９
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
増

額
し
て
い
ま
す
。

費
が
5
億
７
１
９
６
万
円
増
の
9
億
３

６
３
９
万
円
、
先
の
性
質
別
の
扶
助
費

で
も
触
れ
た
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
事
業
の
新
規
計
上
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
障
害
者

支
援
に
係
る
給
付
費
な
ど
が
増
額
し
て

い
ま
す
。

衛
生
費

衛
生
費
に
は
、
29
億
２
９
４
１
万
円

計
上
し
ま
し
た
。
主
に
、
中
央
監
視
制

御
設
備
整
備
事
業
の
増
額
に
伴
う
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
8
千
万
円
増

の
5
億
９
５
２
０
万
円
、
穂
高
広
域
施

設
組
合
負
担
金
も
交
付
税
措
置
分
の
増

に
伴
い
３
７
８
１
万
円
増
の
6
億
６
２

４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費
に
は
、
21
億
１
４
７

２
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
増
額
し
た

事
業
と
し
て
は
、
国
の
「
強
い
農
業
づ

く
り
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事
業
を
含

む
担
い
手
支
援
事
業
が
昨
年
比
2
億
２

２
０
４
万
円
増
の
2
億
９
９
４
６
万

円
、
松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業
が
昨
年

比
９
３
６
７
万
円
増
の
2
億
２
７
３
７

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

扶
助
費

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
扶
助
費
は
、
昨
年
比
4
億
７
２
８

２
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
額
の
主

な
要
因
は
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

給
付
金
事
業
（
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
）
で
計
3

億
８
３
４
０
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

補
助
費
等

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等

の
経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
、
担
い
手

支
援
事
業
の
う
ち
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
事
業
で
2
億
1
千
万
円
、
穂
高
広

域
施
設
組
合
負
担
金
が
３
７
８
１
万
円

そ
れ
ぞ
れ
増
え
る
な
ど
、
前
年
比
2
億

６
２
４
０
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費

普
通
建
設
事
業
費
は
、
本
庁
舎
や
豊

科
公
民
館
、
穂
高
会
館
等
の
旧
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
事
業
の
増
額
が
主
な

要
因
と
な
り
、
昨
年
比
35
億
５
５
５
５

万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費

公
債
費
は
、
平
成
19
～
25
年
度
に
実

施
し
た
繰
り
上
げ
償
還
に
よ
り
、
償
還

元
金
、
利
子
と
も
に
、
既
発
債
分
が
減

額
と
な
り
、
昨
年
比
1
億
６
７
７
７
万

商
工
費

商
工
費
に
は
26
億
９
７
１
１
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
主
な
事
業

と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
行
う
し

ゃ
く
な
げ
の
湯
整
備
事
業
に
8
億
７
６

６
９
万
円
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
な
ど
観

光
拠
点
整
備
に
1
億
７
０
２
５
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
住
ま
居
る

応
援
制
度
」
と
し
て
多
く
の
活
用
を
頂

い
て
い
る
地
域
経
済
活
性
化
住
宅
助
成

事
業
補
助
金
に
は
、
昨
年
よ
り
１
５
０

０
万
円
多
い
７
５
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

土
木
費

土
木
費
に
は
45
億
６
０
７
９
万
円
を

計
上
し
、
街
路
整
備
や
市
道
の
新
設
、

道
路
橋
り
ょ
う
・
道
の
駅
の
維
持
管
理

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
費

21
億
３
２
４
１
万
円
を
計
上
し
た
消

防
費
の
約
半
分
を
占
め
る
の
は
、
松
本

広
域
消
防
局
の
活
動
に
対
す
る
負
担
金

（
常
備
消
防
負
担
金
）
で
9
億
４
７
４

６
万
円
を
計
上
。
こ
の
ほ
か
デ
ジ
タ
ル

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
含
む

防
災
無
線
維
持
管
理
費
に
4
億
７
７
４

４
万
円
、
防
災
広
場
の
整
備
を
含
む
災

害
対
策
費
に
4
億
１
１
６
７
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

教
育
費

教
育
費
に
は
49
億
６
９
７
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。主
な
事
業
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
耐
震
改
修
等
を
予

定
し
て
い
る
豊
科
公
民
館
管
理
費
に
4

億
３
１
５
２
万
円
、
穂
高
公
民
館
管
理

費
に
11
億
６
４
９
万
円
、
穂
高
幼
稚
園

施
設
改
修
事
業
に
2
億
１
８
９
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

予
算
の
よ
り
詳
し
い
資
料
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
安
曇
野
庁
舎
内
財
政
課

（
71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

※
予
算
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
・

26
年
度
と
も
に
当
初
予
算
を
基
に
し
て
い

ま
す
。

特集◎平成 26 年度　予算

性
質
別
に
み
る
歳
出

目
的
別
に
み
る
歳
出

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。

性質別に見る歳出の増減目的別に見る歳出
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特集◎平成 26 年度　予算

３  豊かな人を育
はぐく

むまちづくり

１  活力あふれるまちづくり

２  健康長寿のまちづくり

4  環境を守り、安全・安心なまちづくり

5  協働によるまちづくりと行政サービスの向上

国際感覚豊かな人を育てるほか、出産
前から就学前まで子育て支援策の充実
や郷土の伝統・文化の継承などに取り
組みます。

産業振興や「滞在型観光」、健康増進
などの事業により地域を元気にし、活
力あふれるまちづくりに取り組みま
す。

健康診断の受診率向上や健康の維持増
進、市民の「生きがい」創出のほか、
安全・安心な食の推進などに取り組み
ます。

地下水の保全・涵養および適正利用の
取り組みや自主防災組織などの体制強
化などに取り組みます。

地域の課題解決などのため、地域と行
政の連携強化のほか、市民サービスの
充実を基本に健全財政を維持するため
の経費削減と事務事業の効率化に取り
組みます。

中学生の海外ホームステイ事業新 	 737 万円
海外体験を通じ英語でのコミュニケーション能力向上と、国
際社会に対応できる人材を育成します。
穂高南小学校プール改築工事新 	 １億 5,471 万円
小・中学校非構造部材耐震化工事	 １億 1,578 万円

窓や天井など建物の主体構造部分以外の耐震化を行います。

地域資源活用型連携推進事業補助新 	 200 万円
市内商工業者が農林漁業者と連携し、市内の地域資源を活
用した活動を支援します。
安曇野ハーフマラソン・プレイベント新 	 800 万円

平成 27 年 5 月の新本庁舎完成に合わせ、新たなにぎわい創
出事業として行います。
しゃくなげの湯の整備事業	 8 億 7,669 万円

市民と観光客の癒やしと健康づくりの場として、天然温泉
を活用した日帰り温浴施設「安曇野しゃくなげの湯」を建
設します。

災害時避難行動要支援者名簿作成新 	 428 万円 
災害時に支援が必要となる人の名簿を作成します。
1 コイン・2コインでの検診受診新 	 2,983 万円

胃がん検診などの自己負担額を国保並みの 500 円または
1,000 円にし、受診者増を目指します。
高齢者の生きがいと健康づくり事業	 370 万円

各地域で高齢者の健康増進および介護予防に関する事業を
行う場合に補助金を交付します。

水環境基本計画の作成新 	 543 万円 
防犯灯ＬＥＤ化更新新 	 3,252 万円

LED 防犯灯に更新することで環境負荷の低減と経費節減に
取り組みます。（26 年度は堀金地域で実施）
松くい虫被害対策事業	 2 億 1,420 万円

松枯れ木の伐倒処理や薬剤散布、樹種転換などの被害対策
に取り組みます。

新本庁舎建設工事および備品等購入	 30 億 507 万円 
市歌制定新 	 512 万円

委員会を設置し、歌詞の募集、作曲の方法等を審議し、平
成 27 年の制定を目指します。
ＳＡＫＵＲＡプロジェクト新 	 121 万円

光城山の桜等の植栽や管理について地元区や市民の皆さん
などと協力し研究します。

子育て世帯臨時特例給付金給付事業新 1 億 3,829 万円 穂高幼稚園大規模改造新 2 億 1,890 万円 
アルプス保育園建設事業 5 億 626 万円 豊科公民館耐震補強・大規模改造工事 4 億 2,032 万円
三郷南部保育園建設事業 4 億 3,304 万円 穂高会館耐震補強等改修工事 9 億 7,930 万円

新規就農者育成支援事業 3,746 万円 穂高駅前街路灯の整備事業新 5,100 万円 
企業等支援助成事業 9,942 万円 「しゃくなげの湯」周辺整備事業新  1 億 7,025 万円 
地域経済活性化住宅助成事業  7,500 万円 水道事業会計への出資 5 億 9,520 万円

新公共交通構築運行事業  8,133 万円 穂高就労センター業務委託新  1,447 万円
日常生活自立支援事業新  448 万円 医療救護所装備品の整備  134 万円
健康長寿のまちづくり事業  250 万円 臨時福祉給付金給付事業新 ２億 7,077 万円 

長野自動車道橋梁長寿命化事業新  4,400 万円 緊急メール配信システム新  451 万 2,000 円 
舗装維持管理計画の策定新 443 万円 安曇野インター周辺土地利用検討業務新 373 万円
防災広場整備工事  3 億 4,206 万円 穂高駅前広場外整備事業新  6,300 万円

新本庁舎しゅん工式および記念イベント新  369 万円 ファイリングシステム導入新 1,223 万円
地域力向上事業補助金新  600 万円 

26 年度　取り組む主な事業
新は新たに予算化された事業です。
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■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

■
第
３
次
情
報
化
計
画
を
策
定

市
で
は
3
月
15
日
、「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
堀
金
総

合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
本
年
度
、
市
が
策

定
し
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

基
本
方
針
及
び
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
行
動
計
画
」
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
活
動
に

つ
な
げ
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
た

も
の
で
す
。

当
日
は
、
市
民
な
ど
約
１
５
０
人

市
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
（
委

員
長
・
六む
つ
う
ら浦
光こ
う
い
ち一
信
州
大
学
経
済
学

部
教
授
）
は
、
第
3
次
市
情
報
化
計

画
を
ま
と
め
、
六
浦
委
員
長
が
3
月

27
日
、
本
庁
舎
で
宮
澤
市
長
に
計
画

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
宮
澤
市
長
は

「
各
担
当
部
署
で
検
討
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

計
画
書
は
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

が
参
加
。
冒
頭
、
同
計
画
策
定
・
評

価
委
員
会
会
長
の
内う
ち
か
わ川
勝か
つ
は
る治
さ
ん
が

計
画
を
紹
介
し
た
後
、
計
画
策
定
に

携
わ
っ
た
松
本
大
学
講
師
の
福
島
明

美
さ
ん
に
よ
る
「
絵
に
描
い
た
計
画

に
し
な
い
た
め
に
～
各
々
が
で
き
る

こ
と
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

講
演
で
福
島
さ
ん
は
「
協
働
は
目

的
で
な
く
手
段
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

と
力
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

Ｔ
）
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
と
な
る
も
の
で
、
基
本
目
標

を
「
み
ん
な
で
作
る
情
報
都
市
あ
づ

み
の
」
と
し
、
6
つ
の
基
本
方
針
を

掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
誰
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
」
で
は
高

齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
情
報
機
器
の
体
験

未
来
を
拓ひ
ら

く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
」
と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
区
、
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、

行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
出
席

し
た
4
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
課

題
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

教
室
の
開
催
を
盛
り
込
み
、
新
本
庁

舎
開
庁
に
合
わ
せ
、
待
ち
時
間
の
短

縮
な
ど
を
狙
い
と
し
た
総
合
窓
口
シ

ス
テ
ム
の
導
入
や
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
」
で
は
災
害
時
の
情
報

伝
達
手
段
の
強
化
や
災
害
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

同
計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

各
支
所
、
各
図
書
館
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

パネルディスカッションの様子

計画書を手渡す六浦委員長（写真右）

■
市
消
防
団
の
あ
り
方　

消
防
委
員
会
が
最
終
答
申

市
消
防
委
員
会
（
中な
か
の野
博ひ
ろ
お夫
委
員

長
）
は
3
月
26
日
、
市
消
防
団
の
組

織
の
見
直
し
な
ど
を
ま
と
め
た
第
4

次
答
申
を
宮
澤
市
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。今

回
の
答
申
は
、
平
成
21
年
１
月

に
受
け
た
諮
問
の
う
ち
「
消
防
団
補

助
金
の
あ
り
方
に
関
す
る
こ
と
」
と

「
火
災
出
場
範
囲
の
見
直
し
」
に
つ

い
て
応
じ
た
も
の
で
、
今
回
の
答
申

が
最
終
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
消
防
団
補
助
金
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
分
団
の
下
部
組
織

に
あ
た
る
「
部
」
を
基
準
に
「
均
等

割
」
と
「
団
員
数
割
」
と
で
交
付
し

て
い
る
現
在
の
補
助
金
制
度
を
見
直

し
、
火
災
出
動
時
の
団
員
の
出
動
実

績
を
重
視
し
「
出
動
謝
礼
」
に
重
点

を
置
き
増
額
を
す
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、「
火
災
出
場
範
囲
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
旧
町
村

単
位
で
構
成
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
制

に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
全
分
団
が

一
律
出
動
し
て
い
る
体
制
を
見
直

し
、
火
災
状
況
な
ど
か
ら
出
動
す
る

分
団
の
順
位
を
決
め
、
団
員
の
負
担

軽
減
を
求
め
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は「
災
害
に
備
え
て
、こ

れ
ま
で
の
答
申
も
含
め
、
消
防
団
の

充
実
に
取
り
組
み
、
自
主
防
災
組
織

へ
団
員
経
験
者
の
参
加
な
ど
も
呼
び

掛
け
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

答申内容を説明する中野委員長（写真中央）

新本庁舎建設
ニュース№12

３階の柱と梁
はり

の組み立てが
始まりました

4 月 11 日から 3 階部分の柱と梁の組み立て工
事が始まりました。また、１階では外壁の下地（骨
組み）工事も始まっています。

●第３回現場見学会を開催
3 月 23 日に現場見学会を開催し、午前、午後

合わせて 79 人の皆さんが参加しました。このう
ち小中学生の皆さんは 7 人が来場し、「どうして
免震装置は地震の揺れを止めることができるの
か」や「大きなクレーンの金額は」などの質問が
ありました。次回の見学会は、建物内の見学がで
きる 8 月ころを予定しています。　

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

2 階部分の柱まで工事が進んだ様子（4 月 9 日撮影）

現場見学会の様子（３月 23 日撮影）
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［
部
長
級
］

▼
総
務
部
長
（
企
画
財
政
部
長
）
藤
松

兼
次
▼
政
策
部
長
（
会
計
管
理
者
兼
会

計
局
長
）
小
林
弘
▼
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
（
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
）
飯
沼
利
雄
▼
教
育
部
長
（
教

育
次
長
）
北
條
英
明

［
部
長
級
昇
格
］

▼
財
政
部
長（
企
画
財
政
部
財
政
課
長
）

千
国
充
弘
▼
市
民
生
活
部
長
（
総
務
部

行
政
改
革
推
進
室
長
）
堀
内
猛
志

▼
保
健
医
療
部
長
（
市
民
環
境
部
市
民

課
長
）宮
下
直
子
▼
商
工
観
光
部
長（
議

会
事
務
局
次
長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局

長
）曽
根
原
悦
二
▼
議
会
事
務
局
長（
総

務
部
総
務
課
長
兼
人
権
男
女
共
同
参
画

課
長
）
平
川
淳
朗
▼
財
政
部
参
事
兼
財

産
管
理
課
長
（
総
務
部
庁
舎
建
設
推
進

課
長
）
小
坂
明
弘
▼
市
民
生
活
部
付
参

事
（
穂
高
広
域
派
遣
）（
市
民
環
境
部

報
政
策
課
長
補
佐
兼
情
報
政
策
係
長
）

上
角
久
仁
夫
▼
財
政
部
財
政
課
長
（
総

務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
金

井
恒
人
▼
財
政
部
資
産
税
課
長
（
市
民

環
境
部
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
保

全
係
長
）
塚
田
康
春
▼
市
民
生
活
部
市

民
課
長
（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
補
佐

兼
市
民
係
長
）
林
美
重
子
▼
市
民
生
活

部
豊
科
支
所
地
域
課
長
兼
豊
科
支
所

長
（
都
市
建
設
部
監
理
課
長
補
佐
兼
管

理
登
記
担
当
係
長
）
小
林
一
彦
▼
市
民

生
活
部
三
郷
支
所
地
域
課
長
兼
三
郷
支

所
長
（
三
郷
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長

補
佐
兼
地
域
担
当
係
長
）
高
嶋
俊
明
▼

福
祉
部
長
寿
社
会
課
長
（
総
務
部
市
民

廃
棄
物
対
策
課
付
副
参
事
（
穂
高
広
域

派
遣
））
二
條
久
男

［
課
長
級
］

▼
総
務
部
総
務
管
理
課
長
（
総
務
部
市

民
税
課
長
）
花
村
潔
▼
総
務
部
危
機
管

理
課
長
（
総
務
部
危
機
管
理
室
長
）
白

澤
弘
▼
総
務
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課

長
（
健
康
福
祉
部
児
童
保
育
課
長
）
臼

井
基
▼
政
策
部
政
策
経
営
課
長
（
企
画

財
政
部
企
画
政
策
課
長
）
等
々
力
素
己

▼
政
策
部
政
策
経
営
課
付
課
長
（
松
本

広
域
派
遣
）（
企
画
財
政
部
企
画
政
策

課
付
課
長
（
松
本
広
域
派
遣
））
丸
山

高
人
▼
財
政
部
市
民
税
課
長
（
健
康
福

祉
部
健
康
推
進
課
長
）
太
田
稔
▼
財
政

部
収
納
課
長
（
総
務
部
収
納
課
長
）
横

澤
隆
▼
市
民
生
活
部
地
域
づ
く
り
課
長

（
企
画
財
政
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

宮
澤
万
茂
留
▼
市
民
生
活
部
環
境
課
長

（
市
民
環
境
部
生
活
環
境
課
長
）
大
向

税
課
長
補
佐
兼
諸
税
担
当
係
長
）
奥
村

勲
▼
保
健
医
療
部
健
康
推
進
課
長
（
明

科
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
市

民
福
祉
担
当
係
長
）
宮
下
文
代
▼
農
林

部
耕
地
林
務
課
長
（
農
林
部
耕
地
林
務

課
長
補
佐
兼
耕
地
担
当
係
長
）
柴
野
明

敏
▼
商
工
観
光
部
観
光
交
流
促
進
課
長

（
商
工
観
光
部
観
光
課
長
補
佐
兼
観
光

振
興
担
当
係
長
）
赤
羽
敦
子
▼
上
下
水

道
部
経
営
管
理
課
長
（
都
市
建
設
部
建

設
課
長
補
佐
兼
建
設
担
当
係
長
）
二
木

貞
安
▼
議
会
事
務
局
次
長
兼
公
平
委
員

会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局
次
長
補
佐

兼
議
事
係
長
）
望
月
利
彦
▼
教
育
部
学

校
教
育
課
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育

弘
明
▼
市
民
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課
長

（
市
民
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
長
）
白

澤
勇
一
▼
市
民
生
活
部
穂
高
支
所
地
域

課
長
兼
穂
高
支
所
長
（
企
画
財
政
部
契

約
管
財
課
長
）
原
野
和
徳
▼
市
民
生
活

部
堀
金
支
所
地
域
課
長
兼
堀
金
支
所
長

（
堀
金
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
兼
産

業
建
設
課
長
）
鹿
川
一
郎
▼
市
民
生
活

部
明
科
支
所
地
域
課
長
兼
明
科
支
所
長

（
明
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
兼
産

業
建
設
課
長
兼
地
域
振
興
担
当
係
長
）

西
村
永
明
▼
福
祉
部
福
祉
課
長
（
健
康

福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）
三
枝
幸
子
▼

福
祉
部
こ
ど
も
支
援
課
長
（
総
務
部
秘

書
広
報
課
長
）
堀
内
伸
一
▼
保
健
医
療

部
介
護
保
険
課
長
（
健
康
福
祉
部
高
齢

者
介
護
課
長
）
場
々
修
三
▼
保
健
医
療

部
国
保
年
金
課
長
（
教
育
委
員
会
学
校

給
食
課
長
）
高
橋
正
光
▼
都
市
建
設
部

都
市
計
画
課
長
（
都
市
建
設
部
都
市
計

課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
）
古
幡
彰

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
書
記
長
補
佐
兼
書
記
次
長
）

飯
島
初
枝

【
退
職
者
】
平
成
26
年
３
月
31
日
付

▼
宮
田
聡
（
総
務
部
長
）
▼
小
倉
勝
彦

（
市
民
環
境
部
長
）
▼
大
内
善
司
（
商

工
観
光
部
長
）
▼
古
幡
敬
（
議
会
事
務

局
長
）
▼
大
澤
慶
哲
（
豊
科
総
合
支
所

長
）
▼
山
崎
佳
宏
（
穂
高
総
合
支
所
長
）

▼
中
村
芳
朗
（
三
郷
総
合
支
所
長
）
▼

高
橋
道
明
（
堀
金
総
合
支
所
長
）
▼
三

沢
京
子
（
明
科
総
合
支
所
長
）
▼
奥
原

康
彦
（
総
務
部
人
事
課
長
）
▼
高
橋
永

画
課
長
兼
国
営
公
園
対
策
室
長
）
細
萱

雅
男
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会

計
局
会
計
課
長
）
保
高
秀
行
▼
教
育
部

生
涯
学
習
課
長
（
企
画
財
政
部
情
報
政

策
課
長
）
蓮
井
昭
夫
▼
教
育
部
文
化
課

長
（
総
務
部
庁
舎
建
設
推
進
課
公
文
書

整
理
担
当
課
長
）
那
須
野
雅
好
▼
教
育

部
図
書
館
交
流
課
長
（
監
査
委
員
事
務

局
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
）
赤
羽
篤
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
会
計
局
検
査
課
長
）
古
幡
光
由

［
課
長
級
昇
格
］

▼
総
務
部
職
員
課
長
（
総
務
部
人
事
課

長
補
佐
兼
職
員
担
当
係
長
）
西
村
康
正

▼
総
務
部
庁
舎
建
設
推
進
課
長
（
総
務

部
庁
舎
建
設
推
進
課
長
補
佐
兼
建
設
担

当
係
長
）
関
欣
一
▼
政
策
部
秘
書
広
報

課
長
（
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
補
佐
兼

秘
書
広
報
担
当
係
長
）
上
條
芳
敬
▼
政

策
部
情
報
統
計
課
長
（
企
画
財
政
部
情

保
（
総
務
部
資
産
税
課
長
）
▼
寺
島
啓

二
（
農
林
部
耕
地
林
務
課
長
）
▼
山
崎

哲
治
（
商
工
観
光
部
観
光
課
長
）
▼
井

口
久
登
（
上
下
水
道
部
業
務
課
長
）
▼

下
里
利
行
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

長
）
▼
赤
羽
孝
明
（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
長
）
▼
三
澤
良
彦
（
教
育
委
員

会
文
化
課
長
）
▼
丸
山
新
悟
（
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）
▼
海
野
元
秀
（
豊
科

総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
）
▼
飯
沼
泉

（
穂
高
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
）
▼

松
澤
直
行
（
三
郷
総
合
支
所
地
域
支
援

課
長
）

■
職
員
人
事
異
動　
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）

商工観光部長

曽根原悦二

保健医療部長

宮下直子

市民生活部長

堀内猛志

財政部長

千国充弘
議会事務局長

平川淳朗

財政部参事
兼財産管理課長

小坂明弘

市民生活部付参事
（穂高広域派遣）

二條久男

平成 25 年
環境家計簿モニター
の結果報告

市では、市民の皆さんに地球温暖化対策への関
心を高めてもらい、家庭からの二酸化炭素の排出
量などを把握するため、環境家計簿モニターを募
集しました。この取り組み結果についてお知らせ
します。

本年度も「環境家計簿」の取り組みを行ってい
ます。冷暖房の温度設定や自動車運転時の「エコ
ドライブ」の実践などの取り組みに、市民の皆さ
んのご協力をお願いします。
●取り組み結果
取 組 期 間：平成 25 年 1 月から 12 月まで
参加世帯数：41 世帯（計 146 人）
平均排出量：9641.5㌔㌘（1 世帯あたり）
　　　　　　2653.3㌔㌘（1 人あたり）

●安曇野市の二酸化炭素排出量の傾向
今回の取り組みでは、以下の 3 つの特徴が分

かりました。（下記グラフ参照）
①自動車中心の交通体系のため、年間を通して、

ガソリンによる排出量が多い。
②暖房のため、夏より冬（11 月から 3 月）の

排出量が多い。
③農繁期のため、秋（9 月から 10 月）には軽

油の消費量が多い。

●家庭からの二酸化炭素の排出量（推計）

問穂高支所内環境課
482・3131 ㈹ 682・6622

STOP!
地球
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今
回
の
豪
雪
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
農
家
の
皆
さ
ま
に
は
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
被
害
農
家
の
経
営
へ
の
影

響
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
国
の
支

援
対
策
を
踏
ま
え
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
と

連
携
し
て
、
総
合
的
な
農
業
被
害
対

策
を
行
い
ま
す
。
こ
の
度
、
支
援
策

の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
は
、
市
内
の
全
農
家
へ
配
布

し
た
「
2
月
豪
雪
に
よ
る
農
業
用
ハ

ウ
ス
等
被
害
調
査
書
」
を
基
に
、
届

け
出
が
あ
っ
た
農
家
の
皆
さ
ん
に
直

接
文
書
等
で
情
報
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
被
害
農
家
へ
の
支
援
相
談

窓
口
を
三
郷
支
所
内
農
政
課
に
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

平
成
25
年
凍
霜
害
・
ひ
ょ
う
害

支
援
事
業
の
報
告

平
成
25
年
4
月
の
凍
霜
害
、
8
月

の
ひ
ょ
う
害
の
被
害
額
は
合
わ
せ
て

3
億
数
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
市

内
で
の
被
害
状
況
と
支
援
事
業
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

市
で
は
、
県
や
市
農
業
再
生
協
議

会
と
連
携
し
作
成
し
た
凍
霜
害
被
害

防
止
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
全
戸
の
農
家

へ
配
布
し
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん

は
被
害
防
止
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

地域防災

農家の
皆さんへ

２
月
の
豪
雪
に
よ
る
農
業
関
連
緊
急
対
策

問
三
郷
支
所
内
農
政
課
生
産
振
興
担
当

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０

●農業関連緊急対策の内容
対象：農業経営を行っていて、今後も営農を継続される農業者（家庭菜園や自家消費

は対象外です）

※支援策を受ける際に必要になることがありますので、次の書類の保管をお願いします。
　①被災状況が分かる写真
　②自分で撤去する場合の工事日誌（作業者名・作業時間等）、現場写真等
　③自分で復旧・修繕する場合の資材等の見積書、契約書、納品書、請求書等
　④業者に撤去・復旧等を発注する場合の見積書、契約書、納品書、請求書等

１　国・県・JA 等と協調しての支援策
（１）農業生産施設の復旧・修繕・撤去費支援対策

対 象 と な る 経 費 ア　農業生産施設（育苗ハウス・生産ハウス、農機具格納庫、畜舎等）の復旧・修繕（附
帯実施の撤去費を含む）に要する経費

助成内容・補助率

（ア）復旧、修繕 （イ）撤去

復旧、修繕費の 10 分の９以内を助成
（国 10 分の５、県 10 分の２、市 10
分の２を支援）

①被災した施設と同程度の復旧・修繕
②復旧、修繕の際に、併せて自己負担
で強度の向上、規模拡大も可。

国の基準単価に施設の面積をかけた額、また
は実際の支払い額のうちいずれか低い方を助
成

（国 10 分の５、県 10 分の 2.5、市 10 分の
2.5 を支援）
○国の基準単価
・ガラスハウス　　　　　  1,200 円 /㎡
・鉄骨ハウス　　　　　　　 880 円 /㎡
・パイプハウス（業者委託）　290 円 /㎡
・パイプハウス（自力撤去）　110 円 /㎡

対 象 と な る 経 費 イ　施設の緊急な復旧・修繕のために行った除雪経費
助成内容・補助率 県と市が事業費の全額を支援

（２）農業生産施設資材廃棄処理費支援対策
対 象 と な る 経 費 撤去の際に発生した農業生産施設資材（プラスチック・鉄材）の廃棄処理に要する経費

助成内容・補助率 国と市が事業費の全額を支援 ※資材運搬に要する経費は除外
※回収場所の提供等はＪＡが支援

（３）農作物被害対策
対 象 と な る 経 費 被災した農作物の代作用種苗、病害虫の緊急防除農薬、被害果樹復旧資材等の購入

助成内容・補助率 県と市が事業費の全額を支援　
※市農作物等災害緊急対策事業補助金交付要綱の定めによる。

（４）被害農業者の経営安定対策
対 象 と な る 経 費 ＪＡ等が行う雪害対策資金（限度額 500 万円・貸付期間 7 年）の無利子化
助成内容・補助率 県と市が利子分の全額を支援
２　市単独支援策

（１）農道・市道の除雪費および融雪資材購入費支援対策

対 象 と な る 経 費 ＪＡ等から依頼された、果樹園地帯の農道・市道を除雪した経費（重機レンタル料・
燃料・融雪剤購入等）

助成内容・補助率 除雪作業に要した経費の全額（人件費を除く）または、融雪剤購入費の 2 分の 1 を助成
※支援内容は 4 月 14 日現在、今後変更になる場合があります。

市政トピックス

●凍霜害被害状況 
平成 25 年 4 月 22 日を中心に発生した低温・凍霜害に

より、市内では果樹・野菜などが被害を受けました。（被
害面積約 250 ヘクタール）
●ひょう害の被害状況 

平成 25 年 8 月 15 日午後 5 時 20 分～ 30 分に発生した
降ひょうにより、三郷地域を中心とした収穫前果実が被
害を受けました。（被害面積約 2.2 ヘクタール）

市 26,799,200 円 
県 6,646,000 円 
ＪＡあづみ 6,381,300 円 
市農業再生協議会（市再生協） 241,500 円
合計　 40,068,000 円

●７つの支援事業（内訳）
１農作物等災害緊急対策事業（市・県） 2,874,200 円 
２果樹経営緊急生産維持対策事業（市） 4,392,310 円
３被害農家支援事業（市・JA） 12,770,100 円
４凍霜害果樹営農継続支援等特別対策事業（市・県） 8,110,700 円 
５被害果出荷補助事業（市・県） 5,992,000 円
６被害果実等処理事業（市） 5,636,790 円 
７防災意識向上活動支援対策事業（県・市再生協） 291,900 円

●支援事業総額

被害農家支援・被害果実
の販売イベント

ひょう害にあった
リンゴ

市消防団
新体制でスタート

市消防団が新体制になりました。団長に寺
畑佳司さん（穂高有明）が再任されたほか、
幹部団員 23 人中、副団長 2 人を含む 12 人が
新たに任命されました。

地域での自主防災活動の際には危機管理課
または最寄りの消防団員に気軽にご相談くだ
さい。

問堀金支所内危機管理課
472・6769 672・6739

●市消防団団長・副団長（敬称略）

団長

寺畑佳司
（穂高有明）

副団長

平倉儀明
（堀金烏川）

副団長 ( 新任 )

鳥羽正展
（三郷温）

副団長

鳥羽昌弘
（明科東川手）

副団長 ( 新任 )

二木　弘
（豊科高家）
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消防団活動に協力している事業所を表彰す
る総務省消防庁の消防団等地域活動表彰の伝
達式が 3 月 28 日、本庁舎で行われ、共和ア
スコン㈱（金

きんばら

原一
か ず お

男代表取締役社長・穂高牧）
に宮澤市長から表彰状が贈られました。本年
度、全国で 15 事業所が選ばれ、市内事業所
では初受賞になります。同社では団員の従業
員が多く、就業規則などで勤務中の出動に配
慮するなど長年、消防団員の活動しやすい職
場づくりを行っていることなどが評価されま
した。金原さんは、団員経験が従業員の危機
管理能力など人材育成に役立っているとし

「これからも地域防災のために消防団の活動
を支えていきたい」と話しました。

3/28　消防団等地域活動表彰伝達式

3/22　松本市野溝町防災会講演会

消防団活動を支えて 市内で初受賞

松本地震の経験を防災に生かす

豊科郷土博物館（百瀬新治館長）の改修と常設展示
替えが終わり、オープニングセレモニーが 3 月 29 日、
同館で行われました。当日は同館友の会会員など関係
者約 40 人が出席。展示説明の中で百瀬館長は「興味
のある展示をきっかけに市内を巡り、安曇野の宝さが
しに出掛けてほしい」と話しました。

新しい常設展示は、これまでの豊科地域を中心とし
た資料から全市域の資料を扱うようにし、「安曇野を
めぐる水と私たちのくらし」をテーマに安曇野らしい
景観などを支える堰や地下水などの関わりと歴史を学
べるようになっています。このほか水鉄砲の製作体験
コーナーや市内散策の手助けとなる「安曇野の見どこ
ろシート」なども設置しています。

セレモニーで入館者代表としてテープカットを行っ
た佐

さ さ き

々木克
か つ は

葉くん（三郷小 6 年）は、博物館の楽しさ
を「学校で学んだ実物に出会えるところ」と話しまし
た。

3/29　豊科郷土博物館常設展示リニューアル

安曇野の宝さがしの拠点に

スポーツの全国大会へ出場、または出場を控えた小
学生・中学生の皆さんが 3 月 20 日、県安曇野庁舎で宮
澤市長を表敬訪問しました。出席した選手の皆さんは
それぞれ大会や今後への目標を掲げました。また、2
月開催の全国中学生スキー大会において、個人種目で
入賞、県代表チームの一員として団体種目で優勝した
岡
おかむら

村慧
け い ん

胤くん（豊科北中 3 年）には、本年度から全国
大会上位入賞者へ贈られる表彰状が宮澤市長から手渡
されました。
【訪問した皆さん】（敬称略・学年は訪問当時）
第 51 回全国中学校スキー大会（平成 26 年２月２日～５日　群馬
県）５㌔クラシカル４位入賞、４×３㌔リレー優勝　岡村慧胤（豊
科北中 3 年）　第 36 回全国 JOC ジュニアオリンピックカップ春
季水泳競技大会（平成 26 年３月 26 日～ 30 日　東京都）武

た け だ

田
朋
と も き

己（豊科北小５年）　はまなす杯第８回全国中学生空手道選抜
大会（平成 26 年３月 28 日～ 30 日　北海道）　山

やまこし

越月
るな

（明科
中２年）　第 13 回全国小学生ソフトテニス大会（平成 26 年３
月 29 日～ 31 日　千葉県）　吉

よ し だ

田瑛
て る き

稀、田
た や

矢鴻
こ う し ろ う

史郎、臼
う す い

井優
ゆ づ き

月、
伊
い よ べ

與部希
ま な

奈、稲
い な ば

葉栞
しおり

、内
ないとう

藤紀
あ き こ

子（穂高北小５年）寺
てらしま

島凪
な ぎ さ

慧、
平
ひらかわ

川優
ゆ り あ

里愛、山
やまもと

本咲
さ き

季（同４年）臼
う す い

井琥
こ は く

珀（同３年）大
おおたか

鷹颯
そ う や

矢、
羽
は た

田翼
つばさ

、堺
さかい

千
ち か

花（穂高南小４年）

3/20　小中学生全国大会出場者表敬訪問

全国で活躍！安曇野の子どもたち

あづみ野ガラス工房（豊科南穂高）の春
休み親子ガラス製作体験が 3 月 26 日と 27
日の両日行われました。2 日間で市内在住
の親子 64 人が参加。工房職員の説明を受け
ながら、吹きガラスの技法で好きな色を付
けたグラスやそば猪

ち ょ こ

口などを作りました。
27 日に参加した柳

やなぎもと

本凜
り ん か

華さん（明南小 3 年）
は「ガラスを膨らますのが大変でした。出
来上がったグラスを家で使ってみたいです」
と話しました。

環境に配慮した農業を表彰する「第 19 回
環境保全型農業推進コンクール」（全国環境
保全型農業推進会議主催）が 3 月 14 日、さ
いたま市で行われ、三郷地域の若手農業者
を中心とした団体・バジルクラブ（鈴木達
也代表・三郷明盛）が優秀賞を受賞しました。
同クラブでは無農薬・減農薬農法や有機農
法を実践。環境保全型農業と小学校での食
農教育など地域貢献にも取り組んでいるこ
とが評価されました。鈴木さんは「受賞が、
自分たちのような小規模農家が農業を続け
ていく励みになればうれしい」と話しまし
た。

3/27　あづみ野ガラス工房春休み親子ガラス体験

3/14　環境保全型農業推進コンクール

吹きガラスでマイグラス作り

三郷の若手農業者　全国表彰 穂高交流学習センター「みらい」の防災を
考える展（市教育委員会主催）に合わせ、松
本市野溝町防災会講演会が 3 月 22 日、同セ
ンターで行われました。当日は市民など約 20
人が参加。隣近所で安否確認訓練などを行い、
より実践的な活動を行う「野溝方式」と呼ば
れる取り組みのほか、平成 23 年 6 月の松本
地震発生時の様子などを同防災会会長の矢

や ざ き

崎
留
と め じ

二さんが説明しました。聴講した白金区長
の寺

てらしま

嶋政
ま さ き

樹さんは「被災体験などが聞け、区
の防災活動の参考になります」と話しました。
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コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

は
、
周
囲
の
状
況
を
判
断
し
、
そ
の
環

境
に
合
っ
た
対
応
が
で
き
る
能
力
の
こ

と
で
す
。
つ
ま
ず
い
て
転
び
そ
う
に
な

っ
て
も
、
体
勢
を
持
ち
直
す
な
ど
、
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
日
常
生
活
に
も

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
運
動
神
経
の
向
上
に
つ
な
が
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

6
月
4
日
～
25
日
の
毎
週
水

曜
日
（
計
4
回
）

午
後
7
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
堂

●
対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
、

普
段
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
、

高
齢
者
を
対
象
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
人
、
興
味
が
あ
る
人
な
ど

●
内
容　

タ
オ
ル
な
ど
を
使
っ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
激
し
い
動
き
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
服
装　

運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
用

上
履
き

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
（
丸
め
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
使
い
ま
す
）

●
講
師　

市
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
践
研
究
会
会
員

●
参
加
費　

４
０
０
円
と
保
険
料
（
96

円
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

5
月
12
日
（
月
）
か
ら

16
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
、
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

ア
ク
リ
ル
の
技
法
を
使
い
、
自
由
な

表
現
を
楽
し
み
ま
す
。

●
日
時　

5
月
18
日
、
6
月
1
日
、
15

日
の
隔
週
日
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
●
講
師　

岡
本
諒
一
さ
ん

●
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
小
中
学
生

５
０
０
円
）【
材
料
費
込
み
】

●
持
ち
物　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
筆
記

用
具
、
筆
、
パ
レ
ッ
ト
、
水
入
れ
、

布
（
雑
き
ん
）
な
ど

●
定
員　

20
人

●
場
所　

研
修
室
Ⅰ

●
申
し
込
み　

電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
3
回
そ
ば
猪ち
ょ
こ口
ア
ー
ト
公
募
展

出
品
作
品
募
集

実
行
委
員
会
で
は
、
そ
ば
猪
口
を
テ

ー
マ
と
し
た
公
募
展
を
本
年
10
月
に
開

催
し
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
に
出
品
す
る

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

不
問

※
自
作
未
発
表
作
品
に
限
る
。

●
賞　

大
賞
１
人
（
10
万
円
）
準
大

賞
１
人
（
5
万
円
）
優
秀
賞
2
人

（
3
万
円
）

●
受
付
期
間　

7
月
1
日
（
火
）
～
18

日
（
金
）

●
選
考　

作
品
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

審
査
員
（
敬
称
略
）　

茨
城
県
陶
芸

美
術
館
長
・
多
治
見
市
美
濃
焼
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
館
長　

金
子
賢
治
、
現
代

工
芸
美
術
家
協
会
長
野
会
長　

髙
橋

貞
夫
、
日
本
ガ
ラ
ス
工
芸
協
会
理
事

長　

藤
田
潤
、
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記

念
美
術
館
長　

宮
下
克
彦
、
東
京
藝

術
大
学
教
授　

三
田
村
有
純

●
申
し
込
み　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

出
品
票
を
入
手
す
る
か
、
美
術
館
窓

口
備
え
付
け
の
出
品
票
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

第
10
回
友
の
会
会
員
展

友
の
会
会
員
に
よ
る
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。県
内
外
の
会
員
が
、絵
画
・
工

芸
・
彫
刻
・
写
真
・
手
芸
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
出
品
し
ま
す
。

●
会
期　

5
月
24
日
（
土
）
～
6
月
8

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
休
館
日　

月
曜
日

●
場
所　

南
の
蔵
お
よ
び
主
屋

●
入
場
料　

無
料（
本
館
展
示
室
は
有
料
）

市
名
誉
市
民
で
あ
り
文
化
勲
章
受
章

者
、
漆
芸
家
髙
橋
節
郎
さ
ん
の
人
と
芸

術
の
全
貌
（
作
品
約
１
５
０
点
）
を
ご

覧
い
た
だ
く
た
め
バ
ス
で
豊
科
近
代
美

術
館
と
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
を
巡
り

ま
す
。

●
日
時　

5
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時
30
分

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円
（
バ
ス
代
・
入

館
料
含
む
）

●
集
合　

豊
科
近
代
美
術
館

●
申
し
込
み　

5
月
１
日
（
木
）
か
ら

豊
科
近
代
美
術
館
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

博
物
館
講
座「
長
峰
山
頂
野
鳥
観
察
会
」

長
峰
山
頂
で
春
に
訪
れ
る
野
鳥
観
察

会
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
や
親
子
で

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

第
１
回　

●
日
時　

5
月
17
日
（
土
）
午
前
9
時

～
11
時

●
場
所　

長
峰
山
頂
（
現
地
集
合
・
解

散
）

●
講
師　

丸
山　

隆
さ
ん
（
信
州
野
鳥

の
会
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

保
険
料
の
み（
１
０
０
円
）

●
服
装
・
持
ち
物　

季
節
に
合
っ
た
服

装
と
飲
み
物
な
ど
で
、
持
参
可
能
な

人
は
カ
メ
ラ
・
双
眼
鏡

●
申
し
込
み　

4
月
29
日
（
火
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
郷
土
博
物
館
窓
口

か
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
午

前
9
時
～
午
後

5
時
）詳
細
は
、

お
申
し
込
み
時

に
ご
案
内
し
ま

す
。

第
24
回
友
の
会
総
合
芸
術
展　

友
の
会
美
術
部
系
の
皆
さ
ん
に
よ
る

展
覧
会
で
す
。
油
彩
や
彫
刻
・
押
絵
・

刺
し
ゅ
う
・
水
墨
画
・
書
道
・
写
真
・

植
物
画
な
ど
、
長
年
、
郷
土
で
研
さ
ん

を
積
ん
だ
友
の
会
会
員
の
芸
術
作
品
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

5
月
17
日
（
土
）
～
7
月
6

日
（
日
）

第
29
回
友
の
会
山
草
・
サ
ク
ラ
ソ
ウ
展

友
の
会
山
草
・
サ
ク
ラ
ソ
ウ
部
の
皆

さ
ん
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
可
憐
な

山
野
草
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

5
月
3
日（
土
）～
6
日（
火
）

《
共
通
事
項
》

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
開

館
）・
祝
日
の
翌
日

●
日
時　

5
月
6
日
（
火
）

午
後
2
時
～
3
時

●
内
容　

雪
形
研
究
家
で
、
田
淵
行
男

と
も
雪
形
を
通
じ
て
親
交
が
あ
っ
た

丸
山
祥
司
さ
ん
が
北
ア
ル
プ
ス
の
雪

形
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

●
参
加
料　

無
料
、入
館
料
は
必
要
で
、

高
校
生
以
上
３
０
０
円

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ニ
ア
教
室
の
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５
㈹ 

62
・
３
５
２
５

「
生
誕
百
年
髙
橋
節
郎
展
」
を
観
る

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

雪
形
展
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

特
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

豊
科
郷
土
博
物
館
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ『
ア
ク
リ
ル
画
を
楽
し
む
』

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
の

催
し

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

ゴールデンウィーク特別体験イベント貞享義民記念館の催し
あづみ野ガラス工房 4672・8030貞享義民記念館　477・7550 677・7551

　安曇野の春風を感じながら、工房前のテントで、ガラス体験をしてみませんか？
●日時　4 月 26 日（土）〜 5 月 6 日（火）午前 9 時〜午後 0 時 30 分　午後１時 30 分～ 4 時
●内容　《リューター体験》グラス、ペーパーウェイトから一つを選び、リューターでガラス

に絵柄を彫ります。
《小物作り体験》ガラスの小瓶、フォトフレーム、バレッタから一つを選び、当工房
オリジナルの色ガラスチップを張り合わせ、世界に一つだけの作品を制作します。

●料金　リューター体験 1,360 円　小物作り体験 1,620 円
●申し込み　当日、あづみ野ガラス工房前テントへ集合し、お申し込みください。

「道祖神めぐり」参加者募集
　今回は「松本市四賀地区」一帯の道祖神を訪ねます。
●日時　5月23日（金）　午前9時15分集合、午後４時30分解散
●集合場所　記念館ロビー
●講師　石田益雄さん（日本石仏協会理事）
●定員　20 人（抽選）
●参加費　無料　●持ち物　弁当、飲み物、雨具等
●申し込み　5月11日（日）までに電話かファクスで申し込ん

でください。抽選結果を 5月15日（木）までに全員に連絡し
ます。

「四季のうた、墨の詩」展
安曇野出身の北和田洋夫・北和田三美子によ

る、絵手紙と書の作品展です。四季の移ろいや風、
墨の心を感じてください。
●期間　5 月 3 日（土）～ 25 日（日）
●時間　午前 9 時～午後 5 時
●場所　１階　企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその

翌日）



安曇野市教育委員会

生涯学習・図書館
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イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
、「
ゆ
っ

く
り
歩
き
」
と
「
は
や
歩
き
」
を
交
互

に
繰
り
返
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
力
・

体
力
が
つ
き
、
生
活
習
慣
病
を
改
善
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

講
師
か
ら
そ
の
仕
組
み
と
効
果
の
講

演
お
よ
び
実
技
を
通
し
て
イ
ン
タ
ー
バ

ル
速
歩
を
体
験
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
22
日
（
木
）

午
後
2
時
～
4
時
30
分

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
50
歳
以
上
の
人

●
服
装　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
屋
内

用
運
動
靴

●
内
容　

講
演　

10
歳
若
返
る
「
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
!
」―
生
活
習
慣
病
・

介
護
予
防
の
た
め
の
新
し
い
運
動
方

法
お
よ
び
実
技

●
講
師　

能
勢　

博
さ
ん
（
信
州
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
）、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
熟
年
体
育
大
学
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

●
申
し
込
み　

5
月
20
日
（
火
）
ま
で

に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

第
51
回
童
謡
祭
り

第
33
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

童
謡
祭
り
は
「
め
え
め
え
児こ

や

ぎ
山
羊
」

の
作
詞
者
で
あ
る
藤
森
秀
夫
（
詩
人
・

ド
イ
ツ
文
学
者
・
豊
科
出
身
）
の
業
績

を
顕
彰
し「
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
歌
を
」

と
い
う
願
い
を
込
め
本
年
で
51
回
目
を

迎
え
ま
す
。
懐
か
し
い
日
本
の
歌
や
名

歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

5
月
5
日
（
月
）

開
演
午
前
9
時
30
分
（
開
場
午
前
9

時
）

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

○
第
33
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
・
最
優
秀
曲
の
披
露

○
地
元
演
奏　

堀
金
小
学
校
・
三
郷
中

学
校
合
唱
部
、童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
、

豊
科
コ
ー
ラ
ス
団
体
の
演
奏

○
招
待
演
奏　

声
楽
家　

た
ぐ
ち　

た

み
さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・
北
安
曇

郡
松
川
村
出
身
）、
ピ
ア
ニ
ス
ト　

中
島
加
恵
さ
ん
（
安
曇
野
市
在
住
）

Ｋこ

じ

Ｏ
Ｊ
Ｉ
吉き
ち

バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
、
吉
田
浩
司
さ
ん
率

い
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
吉
バ
ン
ド
」
の
弦
楽

四
重
奏
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
今
回
は

弦
楽
四
重
奏
に
加
え
、
声
楽
家
の
池
田

ゆ
り
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
を
迎
え
て
、

名
曲
の
数
々
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

●
日
時　

5
月
3
日
（
土
）
開
演
午

後
4
時
（
開
場
午
後
3
時
30
分
）

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
曲
目　

○
ヘ
ン
デ
ル
作
曲　

オ
ン
ブ

ラ
マ
イ
フ　

○
デ
ィ
ニ
ー
ク
作
曲

ひ
ば
り　

○
中
田
章
作
曲　

早
春
賦

ほ
か

●
入
場
料　

無
料

第
16
回
豊
科
地
域
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
交
流
発
表
会

豊
科
地
域
で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
交
流
発
表
会
で
す
。
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

5
月
17
日
（
土
）
開
演
午
後

１
時
30
分
（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

●
内
容　

○
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
発
表

○
全
員
合
唱
（
五
月
の
歌
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
）　

●
入
場
料　

無
料

お
す
す
め
の
一
冊

永
遠
の
０ゼ

ロ

百
田　

尚
樹 

著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

木下　靖子さん
（豊科・南穂高）

4
月
か
ら
の
１
年
間
、「
む
か
し
ば

な
し
で
世
界
一
周
」
と
題
し
、
月
替
わ

り
で
世
界
各
国
の
昔
話
や
民
話
の
絵
本

を
「
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
」
内
に
展
示

し
ま
す
。
ま
た
「
む
か
し
ば
な
し
で
世

界
一
周
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
交
付
し
ま
す
。

世
界
各
国
の
民
話
絵
本
・
昔
話
絵
本
を

読
ん
で
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ス
タ
ン
プ
を
10

コ
集
め
ま
し
ょ
う
。
12
月
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
交
換
で
き
ま
す
。

●
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
・
ス
タ
ン
プ
押
印
所

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

●
受
付　

４
月
23
日
㈬
～
12
月
25
日
㈭

●
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
期
間　

12
月
2
日

㈫
～
25
日
㈭

第
24
回
信
州
安
曇
野
薪
能
が
8
月
23

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
実
行
委

員
会
で
は
、連れ

ん
ぎ
ん吟（
一
緒
に
謡よ
う
き
ょ
く曲を
う
た

う
こ
と
）・
仕し
ま
い舞（
舞
を
舞
う
こ
と
）に
出

演
す
る
小
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
小
中
学
生

で
、
練
習
日
の
全
日
程
に
参
加
で
き

る
こ
と
。
練
習
の
参
加
に
は
保
護
者

の
送
迎
が
必
要
で
す
。

●
練
習
日　

5
月
30
日
（
金
）・
31
日

（
土
）・
6
月
6
日
（
金
）・
7
日
（
土
）・

7
月
25
日
（
金
）・
26
日
（
土
）・
8

月
１
日
（
金
）・
8
月
2
日　
（
土
）・

8
月
9
日
（
土
）

金
曜
日
は
午
後
6
時
か
ら
、
土
曜
日

は
午
前
9
時
30
分
か
ら
、
8
月
22
日

（
金
）
夜
は
舞
台
リ
ハ
ー
サ
ル
。

●
練
習
場
所　

明
科
公
民
館
（
予
定
）

●
講
師　

青
木
道み
ち
よ
し喜
さ
ん

●
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
出
演
者
に
は
第

24
回
信
州
安
曇
野
薪
能
の
招
待
券
を

2
枚
提
供
し
ま
す
。当
日
の
衣
装（
浴

衣
等
）
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

5
月
20
日
（
火
）
必
着

で
文
化
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を

記
入
の
上
、

お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

（
電
話
、フ
ァ

ク
ス
等
で
も

可
）

図書館映画上映会（入場無料） 
｢魔法をすてたマジョリン」劇団四季
2013 年 日本〈上映時間　111 分〉

●日時　9日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　21日（水）16：30～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　28日（水）16：30～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー
ドキドキ・ワクワクお話の世界

◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　14・21・28 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　17 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　16 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　16 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　10 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　20 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　20 日（火）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　24 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

5月の図書館イベント

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
体
験
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

中
央
図
書
館

む
か
し
ば
な
し
で
世
界
一
周

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

第
24
回
信
州
安
曇
野
薪た

き
ぎ
能

連
吟
・
仕
舞
出
演
小
中
学
生
を
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
公
民
館
の
催
し

豊
科
支
所
地
域
課

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

たぐちたみさん

中島加恵さん

日本語教室　ボランティア募集
生涯学習課社会教育担当　462・4565 662・3525

　市内在住の外国人の皆さんを対象に開催している日本語教室のボランティアを募集します。
●開催日程・会場

① 豊科教室　毎週日曜日　午前 10 時～ 正午　豊科ささえあいセンターにじ
② 穂高教室　毎週日曜日　午後 7 時～ 9 時　穂高会館
③ 三郷教室　毎週土曜日　午後 7 時～ 9 時　三郷公民館
④ 堀金教室　毎週日曜日　午後 7 時～ 9 時　堀金公民館
⑤ 明科教室　毎週日曜日　午後 1 時～ 3 時　明科公民館

●対象　教室の運営に携わることのできる人
　（日本語の指導やサポートを行なっていただきます。日本人、外国人を問いません。資格不要）
●申し込み　5 月 30 日（金）までに電話でお申し込みください。
●その他　小学校 3 ～ 4 年生程度の日本語理解度を目指します。

私
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
で
も
あ
り
、既
に
映
画
化
さ
れ
た
「
永

遠
の
0
」
を
読
破
し
ま
し
た
。
評
判
ど
お

り
の
感
動
の
１
冊
で
、
何
度
も
胸
に
込
み

上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
は
絶

対
に
ど
ん
な
こ
と
も
乗
り
越
え
て
、
妻
と

娘
の
所
に
帰
る
の
だ
と
い
う
強
い
“
生
”

へ
の
執
着
を
持
ち
続
け
な
が
ら
も
、
何
故

特
攻
と
い
う
死
出
の
旅
立
ち
を
選
ん
だ
の

か
？
…
常
に
死
と
向
き
合
っ
た
ゼ
ロ
戦
闘

士
で
あ
り
、
強
い
精
神
力
と
深
い
人
間
愛

を
貫
い
た
祖
父
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
孫

に
あ
た
る
26
歳
の
青
年
が
そ
の
ル
ー
ツ
を

辿た
ど

り
、
目
標
を
持
っ
た
人
生
を
強
く
生
き

ね
ば
と
心
に
誓
う
物
語
で
す
。

私
自
身
、
ゼ
ロ
戦
と
は
ど
ん
な
も
の

か
？
日
本
軍
が
負
け
戦
さ
と
知
り
な
が
ら

戦
い
続
け
、
幾
万
と
い
う
尊
い
命
を
失
っ

た
の
か
、
こ
の
１
冊
で
強
く
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
映
画
も
本
に
忠
実
で
感
動
し

ま
し
た
。
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の

「
蛍
」
の
主
題
歌
に
も
涙
し
ま
し
た
。
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❶
第
31
回
早
春
賦
ま
つ
り

問
穂
高
支
所
内
観
光
交
流
促
進
課

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

本
年
も
早
春
賦
歌
碑
前
で
ア
ル
パ

の
演
奏
や
早
春
賦
の
大
合
唱
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

●
日　

時　

4
月
29
日
（
火
）

午
前
11
時
か
ら

●
場　

所　

穂
高
川
右
岸
早
春
賦
歌

碑
前

●
主　

催　

早
春
賦
ま
つ
り
実
行
委

員
会

●
そ
の
他　

参
加
無
料

※
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。（
下
段
・
地
図
参
照
）

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

❸
第
10
回
あ
づ
み
の
公
園

早
春
賦
音
楽
祭

問
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

　

堀
金
・
穂
高
管
理
セ
ン
タ
ー

71
・
５
５
１
１

こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た
新
規
エ
リ

ア
も
ス
テ
ー
ジ
に
加
え
、
新
緑
の
園

内
に
響
く
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日　

時　

5
月
4
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

●
場　

所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園
（
堀
金
・
穂
高
地
区
）

●
内　

容　

▽
特
別
ゲ
ス
ト
・
ユ
キ
ヒ
ロ
さ
ん

❷
第
13
回
早
春
賦
ま
つ
り

コ
ン
サ
ー
ト

●
日　

時　

4
月
29
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

●
場　

所　

あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
（
82
・
６
４
１
９
）

●
入
場
料　

無
料

●
主　

催　

あ
づ
み
野
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、
早
春
賦
愛
唱
会

▽
Ｆ
Ｍ
長
野
公
開
録
音
▽
小
中
学

生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

●
主　

催　

あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦

音
楽
祭
実
行
委
員
会

●
そ
の
他　

臨
時
駐
車
場
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
大
糸
線
「
穂
高
駅
」「
豊
科
駅
」

か
ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

❹
第
29
回
安
曇
野
早
春
賦

音
楽
祭
＝
本
ス
テ
ー
ジ
＝

問
早
春
賦
愛
唱
会

82
・
７
２
９
０

小
中
学
校
合
唱
部
、
地
域
の
合
唱

団
、
ゲ
ス
ト
出
演
者
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

①
本
ス
テ
ー
ジ

●
日　

時　

5
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
4
時

●
場　

所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」

●
内　

容　

▽
第
１
部　

み
ん
な
で

歌
い
ま
し
ょ
う
―
“
愛
唱
歌
が
語

る
日
本
の
心
▽
第
２
部　

ゲ
ス
ト

ス
テ
ー
ジ
（
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｓ
Ａ
Ｌ

Ａ
Ｄ
Ａ
ほ
か
）

●
入
場
料　

５
０
０
円
（
小
・
中
・

高
校
生
無
料
）

②
プ
レ
・
早
春
賦
音
楽
祭

●
日　

時　

5
月
24
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

●
場　

所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」

●
内　

容　

う
か
れ
達
磨
の
上
映
会

と
コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

●
主　

催　

早
春
賦
音
楽
祭
実
行
委

員
会
、
早
春
賦
愛
唱
会
ほ
か

催　し

平
成
26
年　

早
春
賦
関
連
行
事

音
楽
祭
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か

問❶❷について穂高支所内観光交流促進課 482・3131 ㈹ 682・6622
　❸❹について教育委員会事務局内文化課 462・3090 662・3525 安曇野早春賦音楽祭＝本ステージ＝（昨年）

乗車場所
①穂高駅前（観光情報センター前）②穂高支所（くるりん広場前）③等々力家駐車場
発車時刻 
穂高駅前発　①午前 10 時②午前 10 時 30 分③午前 11 時
※穂高駅からの所要時間：穂高支所（約５分）等々力家駐車場（約 10 分）
早春賦歌碑東発　①正午②午後０時30分③午後１時

日
本
の
春
の
名
歌
「
早
春
賦
」。
本
年
も
安
曇
野
を
舞
台
に
歌
声

が
響
き
渡
り
ま
す
。

穂高駅入口

穂高駅
JR大糸線

穂高支所

穂高神社

Ｐ

Ｐ

穂高商業高校

参集殿

シャトルバス乗降所

Ｐ 自家用車駐車場

Ｐ

穂高駅前

くるりん広場

●第31回早春賦まつりシャトルバス時刻表・駐車場

ユキヒロさん

募　集
あづみの
新進音楽家演奏会
出演者

安曇野を拠点に活躍したい若手音楽家の発
掘と演奏機会の提供を通じ、市民の皆さんがよ
り身近に音楽芸術にふれられる地域づくりを
目的に「あづみの新進音楽家演奏会」の出演者
を募集します。

この演奏会は、12 月に予定するコンサート
の出演者の選考も兼ねています。

日　　時
7 月 26 日（土）午後１時 30 分～ 3 時 30 分
※終演後、参加者と関係者との交流会を予定

会　　場
穂高交流学習センター「みらい」
多目的交流ホール

参加資格　
①市内での音楽文化振興に積極的に貢献す

る意思があること
②安曇野地域周辺出身または在住・在学・通

勤者か、ゆかりがあり、演奏会当日 18 歳
以上からおおむね 30 歳代前半であること

③ソロ、アンサンブル、専攻は問いません
演 奏 曲

自由曲とし、出演時間は 15 分以内
参 加 費

6,000 円（出演決定者）交流会費を含む
応募方法

「みらい」備え付けの申込用紙に必要事項
を記入し、5 月 31 日（土）までに、みらい内「新
進音楽家演奏会」担当まで郵送・持参・メー
ルにより提出してください。申込用紙は、市
ホームページからも入手できます。

なお、応募者多数の場合は、書類選考によ
り出演者を決定させていただきます。

申し込み・問い合わせ先
穂高交流学習センター「みらい」
481・3111 682・0966
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か
ら
す
の
学
校

“
信
州
と
飛
騨
を
結
ぶ
古
道
を
歩
く
”

そ
の
昔
、
幾
山
河
を
超
え
て
信
州
と

飛
騨
を
結
ぶ
間
道
が
あ
り
ま
し
た
。
時

の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
埋

も
れ
て
し
ま
っ
た
今
、
馬
頭
観
音
や
石

組
み
な
ど
わ
ず
か
に
面
影
の
残
る
古
道

を
歩
き
な
が
ら
昔
日
を
偲
び
、
春
の
自

然
観
察
を
し
ま
す
。
須
砂
渡
風
穴
か
ら

ま
ゆ
み
池
ま
で
を
歩
き
ま
す
。

●
日
時　

5
月
17
日
（
土
）
午
前
9
時

～
正
午 

予
備
日
5
月
18
日
（
日
）

●
集
合
場
所　

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地

　

環
境
管
理
事
務
所

●
講
師　

地
域
環
境
研
究
室 

浅
川
行

雄
さ
ん

●
参
加
料　

無
料 

●
定
員　

30
人

●
申
し
込
み　

4
月
23
日
（
水
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
で
、
障
害
の
程
度
や
所
有
す
る
軽
自

動
車
の
使
用
目
的
な
ど
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、3
月
に

減
免
継
続
申
請
を
し
た
人
は
、
改
め
て

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
間　

納
税
通
知
書
到
着
後
～

５
月
26
日
（
月
）（
期
限
厳
守
）

●
注
意
事
項　

自
動
車
税
の
減
免
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
を
受
け
て

い
る
場
合
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。（
た

だ
し
、
腎
臓
透
析
の
人
は
除
く
）
減

免
で
き
る
車
両
は
１
人
１
台
で
す
。

●
持
ち
物　

運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
・
車
検
証
・
納

税
通
知
書
（
5
月
上
旬
発
送
予
定
）

●
申
請
受
付
場
所　

各
支
所
地
域
課
窓

口
ま
た
は
、
豊
科
支
所
内
市
民
税
課

昨
年
７
月
１
日
に
定
め
た「
安
曇
野

市
議
会
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
初
め

て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
議
員

が
議
会
活
動
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
報
告
・
説
明
す
る
と
と
も
に
、
議
会

活
動
や
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
自
由

に
意
見
交
換
を
す
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
5
月
13
日
（
火
）
午
後
7
時
～  

三
郷
支
所　

3
階
講
堂

○
5
月
17
日
（
土
）
午
後
7
時
～  

穂
高
支
所　

大
会
議
室

○
5
月
19
日
（
月
）
午
後
7
時
～  

堀
金
支
所　

３
０
１
会
議
室

○
5
月
20
日
（
火
）
午
後
7
時
～  

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
2
階　

○
5
月
21
日
（
水
）
午
後
7
時
～  

明
科
公
民
館　

2
階
講
義
室

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
平
成
26
年
7
月

を
予
定
）
か
ら
2
年
間

●
委
員
会　

市
長
の
委
嘱
す
る
15
人
以

内
で
、
公
募
委
員
・
学
識
経
験
者
・

民
間
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

●
公
募
人
数　

5
人
以
内

●
応
募
方
法　

各
支
所
地
域
課
窓
口
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
上
、
小
論
文
「
安
曇
野
市
行

財
政
改
革
へ
の
提
案
」（
８
０
０
字

程
度
、
様
式
任
意
）
を
添
え
て
、
郵

送
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
書
が

入
手
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限　

5
月
20
日
（
火
）

●
選
考
方
法　

①
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
に
よ
り
書
類

選
考
し
ま
す
。（
申
込
書
お
よ
び
小

論
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

②
選
考
を
公
平
か
つ
円
滑
に
行
う
た

め
、
選
考
委
員
会
を
設
け
ま
す
。

③
選
考
結
果
は
、
6
月
末
日
ま
で
に
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
小
論
文
は
他
者
か
ら
引
用
せ
ず
、
独

自
の
論
文
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
反

し
た
場
合
は
選
考
を
取
り
消
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他　

委
員
会
は
、
出
席
し
や
す

い
時
間
、
曜
日
で
の
開
催
を
予
定

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５　

安
曇
野
市

豊
科
４
９
３
２
‐
46　

総
務
部
総
務

管
理
課

応
急
手
当
て
を
身
に
付
け
ま
す
。

●
日
時　

5
月
24
日
（
土
）

午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

梓
川
公
民
館
多
目
的
会
議
室

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

●
講
習
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
・

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
等

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
お
近
く
の

消
防
署
へ
。

第
3
次
安
曇
野
市
行
財
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
向
け
て
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
次
の
①
～
④
に
掲
げ
る
人
を
除

き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員　

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お

よ
び
地
方
公
務
員　

③
本
市
の
附
属

機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
で
あ
る

人　

④
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人

し

催議
会
報
告
会
を
開
催

問
堀
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 
71
・
２
１
５
０
）

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

委
員
募
集

問
本
総
務
管
理
課
行
政
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者
募
集

問
堀
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

梓
川
消
防
署　

78
・
２
０
９
０

安
曇
出
張
所　

94
・
２
６
６
２

軽
自
動
車
税
の
減
免

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地 

公
開
学
習
会

問
長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地　

環
境
管

理
事
務
所

（

73
・
０
２
０
３
）

mkarasu@
anc-tv.ne.jp

金

税

●軽自動車税	 （１期）

●後期高齢者医療保険料	 （２期）

●介護保険料	 （５月分）

●水道料金	（豊科･堀金･明科地域）

●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は6月2日（月）＝

5月の納期

集

募

3 月分の空間放射線量
　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点 （マイクロシーベルト／時間）
3/4（火） 3/11（火） 3/18（火） 3/25（火）

本 庁 舎 0.10 0.10 0.11 0.10
豊科庁舎 0.08 0.08 0.10 0.09
穂高庁舎 0.10 0.10 0.09 0.09
三郷庁舎 0.08 0.09 0.09 0.10
堀金庁舎 0.10 0.09 0.09 0.10
明科庁舎 0.08 0.08 0.09 0.08
穂高健康

支援センター 0.10 0.10 0.10 0.10

測定
結果
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憲法週間　５月１日（火）～７日（水）平成 26 年度自衛官等の募集
裁判所では，憲法の精神や司法の役割を国民の皆

さんに理解していただくために、５月１日から７日
までを憲法週間と定めています。全国各地の裁判所
では，この時期に、法廷等見学ツアーや各種説明会
などの行事を行っていますので、ぜひご参加くださ
い。各種行事は、裁判所ウェブサイトをご覧いただ
くか、お問い合わせください。
○見学・傍聴案内情報　http://www.courts.go.jp/
問長野地方裁判所事務局総務課庶務係

（4026・403・2008）

防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受付
および試験を行います。

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・
広報センター「信濃」（436・2787）

県
庁
東
庁
舎
内　

長
野
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
０
２
６
・

２
３
３
・
７
８
４
８
）
平
日
の
午
前

9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

野
菜
等
の
栽
培
技
術
習
得
と
、
農
業

者
の
育
成
の
た
め
、
平
成
26
年
度
の
新

規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
活
動
期
間　

4
月
か
ら
11
月
ま
で

●
活
動
日　

随
時
連
絡
し
ま
す
。

●
活
動
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
烏
川
支
所

北
の
圃
場
・
育
苗
ハ
ウ
ス

●
活
動
内
容　

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
指

導
を
受
け
、
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
、
キ

ャ
ベ
ツ
等
を
栽
培
し
、
学
校
給
食
へ

も
提
供
し
ま
す
。
初
心
者
で
も
参
加

可
能
で
す
。

●
年
会
費　

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

4
月
23
日
（
水
）
か
ら

5
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
体
験
農
場

の
北
林
さ
ん
（

０
９
０
・
４
４
６

４
・
０
４
４
３
）
へ
電
話
で
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

市
内
に
い
る
２
１
６
人
の
民
生
児
童

委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
は
、

悩
み
ご
と
や
生
活
で
困
っ
た
こ
と
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
気
軽
な
相
談
相

手
と
し
て
、
ま
た
市
と
の
架
け
橋
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
地
域
で
日
々
活
躍

し
て
い
ま
す
。

家
族
の
こ
と
、
介
護
の
こ
と
、
生
活

上
の
こ
と
、
そ
の
他
福
祉
に
関
し
て
相

談
の
あ
る
場
合
は
、
お
近
く
の
民
生
児

童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
に
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の

担
当
地
区
の
一
覧
は
、
広
報
2
月
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
長
寿
社
会
課
福
祉
政

策
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の
「
犯
罪
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

活
動
に
参
加
す
る
意
志

の
あ
る
20
歳
以
上
65
歳
ま
で
の
人

●
期
間　

6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
各
月

第
2
・
第
4
木
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
（
全
6
回
）

※
養
成
講
座
を
受
講
後
、
犯
罪
被
害
者

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
人

は
、さ
ら
に
支
援
員
養
成
研
修（
全
10

回
）を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
会
場　

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本
（
松
本

市
）

●
定
員　

約
20
人

●
受
講
料　

２
０
０
０
円
（
資
料
代
を

含
む
）

●
申
し
込
み　

5
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
安
曇
野
警
察
署
総
務
課
お
よ
び
本

庁
舎
内
人
権
男
女
共
同
参
画
課
窓
口

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
（
ス
ナ
ッ
プ
写
真

可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
6
月

上
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
送
付
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
０
‐
８
５
７
０

※
在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
介
護
料
の
支
給
》

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障

害
と
な
ら
れ
た
人
で
介
護
を
必
要
と
す

る
場
合
、
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
月
額　

▽
特
Ⅰ
種
定
額
6
万
８

４
４
０
円
（
上
限
額
13
万
６
８
８
０

円
）　

▽
Ⅰ
種
定
額
5
万
８
５
７
０

円
（
上
限
額
10
万
８
０
０
０
円
）　

▽
Ⅱ
種
定
額　

2
万
９
２
９
０
円

（
上
限
額
5
万
４
０
０
０
円
）

●
支
給
期
間　

申
請
を
受
理
し
た
月
か

ら
介
護
料
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消

滅
す
る
月
ま
で
。
詳
し
く
は
、（
独
）

自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

（
０
２
６･

４
８
０･

０
５
２
１
）へ
。

《
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付
》

自
動
車
事
故
で
死
亡
ま
た
は
、
重

度
後
遺
障
害
に
な
ら
れ
た
人
の
子
ど
も

（
0
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
）
に
対
し
、

育
成
資
金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

●
貸
付
金
額　

▽
一
時
金
15
万
５
０
０

０
円　

▽
毎
月
2
万
円　

▽
入
学
支

度
金
4
万
４
０
０
０
円
（
小
・
中
学

校
入
学
時
）

●
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

●
返
還
期
間　

中
学
校
卒
業
後
１
年
間

据
え
置
い
た
後
、
月
賦
ま
た
は
半
年

賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い

犯
罪
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
受
講
者
の
募
集

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

交
通
遺
児
等
貸
付
お
よ
び

介
護
料
の
支
給

問
穂
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

烏
川
体
験
農
場 

会
員
の
募
集

問
三
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

5
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

問
健
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

81
・
１
６
２
２
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
４
月
９
日
発
行（
184
号
）

○
２
ペ
ー
ジ 

手
続
き
の
流
れ

【
誤
】０
・
１
以
上　
【
正
】１
・
０
以
上

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

せ

ら

知

お

市が認定した特定開発事業
まちづくりの目標像及び基本方針に反し

ない内容の開発事業として、以下の事業を
認定しました。

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備　考

マレットゴルフ
初心者講習会

年齢に関係なく誰でも楽しめるマ
レットゴルフを始めませんか。初
心者対象の講習会です。体力向上
と交流を図ります。ボール、ステ
ィックをお持ちでない人にはお貸
しできます。

日：6 月 10・13・17・20 日
（全４回）13：30 ～ 15：30
場：6 月 10 日　穂高会館

6 月 13 日～　権現宮マレ
ットゴルフ場

対：一般初心者
定：20 人
費：1,000 円

申：権現宮マレットゴルフ場 
482・0097（午前中のみ）

受付：5 月 19 日～ 31 日
または市体育協会事務局
488・3516

ふれあい弓道
教室

弓道に興味をお持ちの人はご参加
ください。技術、作法等基本から
学びます。長野県弓道連盟安曇支
部の会員が指導します。特に夜の
部では高校生の皆さんも歓迎しま
す。

日：5 月 20 日～ 7 月 8 日（15
回）曜日：火曜日、金曜日
昼の部　 9：30 ～ 11：30
夜の部　19：00 ～ 21：00

場：豊科弓道場

定：昼の部：一
般 10 人
夜の部：高校
生以上 20 人

費：4,000 円
（15 回分）

申：丸山萬佐巳さん（市体協
弓道部）
473・3885

受付：５月１日～ 13 日
または市体育協会事務局
488・3516

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、平成
26 年 5 月 16 日～ 11 月 15 日ま
でに運転免許を更新する人を対象
に特定任意講習会を開催。この講
習を受けると、更新時の講習は免
除されます。

日：5 月 15 日（木）受付
18：20 ～ 18：50 講習 19：
00 ～ 21：00

場：堀金支所  別館  大会議室

費：1,500 円
お つ り の な
い よ う に ご
協 力 を お 願
いします。

運転免許証・筆記用具を持参。
70 歳以上の人・更新時に 70
歳になる人は、受講不可。優
良運転者は受講する必要なし。
問：安曇野交通安全協会
　472・2263

一線美術会
長野支部展

県内の作家９人により、油絵や
水彩画作品（F50 号～ F100 号）
を中心に、小作品を含め約 35 点
を展示します。

日：5 月 8 日（木）～ 13 日（火）
9：00 ～ 17：00（初日は正
午～、最終日は 16：00）

場：碌山公園研成ホール

入場：無料 問：酒井洌さん
（4026・267・2265）
北川原清さん

（40261・62・4753）

第 19回
アルプス書人会
刻字・書  作品展

会員約 20 人により、刻字作品を
主体にした刻字・篆刻・書の総合
展として、約 70 点を展示します。

日：5月23日（金）～25日（日）
9：00 ～ 17：00（初日は正
午～、最終日は16：00まで）

場：碌山公園研成ホール

入場：無料 問：丸山さん
（433・0929）

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日
技術海上

幹部 大卒 38 歳
未満 ４月 25 日（金）

～
５月 16 日（金）

６月 30 日（月）
技術航空

技術海曹 免許
の部

20 歳以上で
国家免許資格

取得者等
６月 27 日（金）

技術空曹

申請者 株式会社等々力不動産
代表取締役 　等々力　充

認定日 平成 26 年 3 月 19 日

申請場所 安曇野市豊科南穂高 294 番 1
ほか 6 筆

申請の目的 宅地分譲（9 区画）

申請者 富士工器株式会社
代表取締役 前口　庄一郎

認定日 平成 26 年 3 月 19 日
申請場所 安曇野市穂高北穂高 1820 番
申請の目的 太陽光発電所

申請者 株式会社　アイネット
代表取締役　中越　慎介

認定日 平成 26 年 3 月 19 日
申請場所 安曇野市穂高有明 5811 番
申請の目的 太陽光発電所

申請者
農事組合法人
安曇野北穂高農業生産組合
代表理事組合長　丸山　秀子

認定日 平成 26 年 3 月 19 日
申請場所 安曇野市穂高北穂高 571 番

申請の目的 農業用施設（ライスセンター）
の建築を伴う事業所敷地の拡張

問豊建築住宅課開発調整係
472・3111 ㈹ 672・3569
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講座・相談のご案内

１「緑のカーテン講座」
省エネ対策、地球温暖化対策の一環として「緑のカーテン」講座を開催します。

「緑のカーテン」は、ベランダや軒下にヘチマやゴーヤなど植物で作る自然のカー
テンです。緑のカーテンで真夏の暑い日差しを避け、エアコンなど冷房費削減な
どにつなげてみませんか。
●日　　時　5 月 24 日（土） 午前 10 時～正午
●場　　所　市民活動センター「くるりん広場」2 階南会議室
●内　　容

①「緑のカーテンと育て方」（講師：NPO 法人 あづみ野風土舎）
②「夏の省エネ対策について」（講師：樋口嘉一さん・環境基本計画推進会議委員）
③受講者にゴーヤ苗を配布（100 本限定先着順）
④ゴーヤ茶の試飲
●申し込み　不要
問穂環境課環境政策係　482・3131 ㈹ 682・6622

２「犬のワンでも相談」
犬の飼育上の問題に、動物愛護推進員・獣医師・動物愛護会員などが個

別に対応します。直接、会場へお出掛けください。
●日　　時　毎月第 3 木曜日　午後１時 30 分から 3 時まで

●場　　所　松本合同庁舎内　会議室等
●費　　用　無料
●申し込み　不要
問長野県松本保健福祉事務所　食品・生活衛生課　440・1943 647・9293

アクアピア安曇野 二酸化炭素排出量を削減　消化ガス発電施設の運用開始

犀川安曇野流域下水道安曇野終末処理場（通称：アクアピア安曇野・
豊科田沢）では、下水道汚泥量を減らす過程で発生した消化ガス（主
成分：メタン）を燃料とした発電設備を 4 月から本格的に運用を開始
しました。これにより、処理場で使用する全電力の約 3 割（約 150 万
kWh/ 年）を賄えるほか、電力会社からの購入電力量を減らすことに
より、二酸化炭素排出量を年間約 800㌧削減するものです。

問安曇野建設事務所公園下水道課　472・8378 672・8882

環境に優しいまちづくりに向けて

限りある資源の有効利用を推進しています
市では、自然エネルギーの活用やごみの再資源化に係る機器等を設置される人に以下の補助金を交付し、地

球温暖化対策や資源の有効利用を推進しています。予算に限りがありますので、設置を希望される人は各窓口
へお早めにお申し込みください。

●住宅用太陽熱高度利用システム設置補助金　※着工の 2週間前に申請が必要です。
申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽熱高度利用システム」を設置する人に対して補助金を交付します。

対象となる機器 集熱媒体を強制循環する太陽集熱器と太陽蓄熱槽から構成される住宅等への設置に適した給湯および冷暖
房等の用に供するソーラーシステムを有するもの

補助率・
補助限度額

太陽熱高度利用システムおよび当該設備の設置に要する経費の５分の１
限度額／ 40,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

●住宅用太陽光発電システム設置補助金　※着工の 2週間前に申請が必要です。
申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽光発電システム」を設置する人に対して補助金を交付します。

補助率・
補助限度額

1㌔㍗あたり 30,000 円
限度額 /120,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

問穂環境課環境政策係　482・3131 ㈹ 682・6622

●住宅用雨水貯留施設設置補助金　※着工の 2週間前に申請が必要です。
申請者本人が住む市内の住宅に「雨水貯留施設」を設置する人に対して補助金を交付します。

対象となる機器 雨水を貯留するための構造をもった施設で、住宅の雨どい等に接続し架台等に固定するもの

補助率・
補助限度額

① 100㍑以上
500㍑未満
費用の２分の１
限度額 / １基 25,000 円

② 500㍑以上
費用の２分の１
限度額 / １基 50,000 円

③合併浄化槽等から転用するもの
費用の２分の１
限度額 /50,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象施設の見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

問穂環境課環境保全係　482・3131 ㈹ 682・6622

●生ごみ処理機器等購入費補助金　※以前、交付を受けた人の再申請は 5年経過後に可能となります。
市内の一般家庭ならびに店舗および事業所が購入する生ごみを堆肥化処理する機器と、せん定枝等粉砕機の購

入に対して補助金を交付します。

対象となる機器 生ごみ処理機器※ ボカシ容器・コンポスト せん定枝等粉砕機

補助率・
補助限度額

①処理量５㌔㌘未満 / 日
購入費の２分の１
限度額 /30,000 円

②処理量５㌔㌘以上 / 日
購入費の２分の１
限度額 /100,000 円

購入費の３分の 2
限度額 /3,000 円

購入費の２分の１
限度額 /10,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●機種名が明示された領収書（購入後１年以内）
●写真（本体・設置状況の各１枚）

問穂廃棄物対策課廃棄物対策担当　482・3131 ㈹ 682・6622
運用を始めた消化ガス発電施設

開催日

平成 26 年 ５月 15 日、６月 19 日、７月 17 日、８月 21 日、
９月 18 日、10 月 16 日、11 月 20 日、12 月 18 日

平成 27 年 １月 15 日、２月 19 日、３月 19 日
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本
年
度
は
、
健
康
長
寿
の
基
本
に
も

な
る
母
子
保
健
に
つ
い
て
、
全
12
回
に

渡
り
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が

股
関
節
脱
臼
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

赤
ち
ゃ
ん
の
足
は
、
両
膝
と
も

股
関
節
が
十
分
曲
が
っ
た
Ｍ

字
型
で
、
外
側
に
開
い
て
よ

く
動
か
し
て
い
る
の
が
好
ま
し
い
姿
勢

で
す
（
図
１
）。

「
股
関
節
脱
臼
」
は
、
足
の
付
け
根

の
関
節
が
は
ず
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
基
本
的
な
食

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

大
人
も
子
ど
も
も
心
や
体
が

健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

市
で
は
、安
曇
野
市
食
育
推
進
計
画（
第

2
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
食
に
関

心
を
持
つ
人
が
増
加
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
第
2
次
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
具
体
的
に
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、

周
知
か
ら
実
践
へ
と
次
の
3
項
目
を
基

本
目
標
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

①
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生
活

の
推
進

②
家
族
や
仲
間
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

機
会
の
増
進

③
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
の
推
進

施
策
の
展
開
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
食
育
を
推
進
す

る
た
め
、
年
代
に
適
し
た
目
標
と
対
策

を
示
し
ま
し
た
。
特
に
生
活
習
慣
病
予

で
す
。
そ
の
発
生
は
ま
れ
（
１
０
０
０

人
に
１
～
3
人
）
で
す
が
、
抱
き
方
や

お
む
つ
の
当
て
方
な
ど
に
注
意
す
る

と
、
予
防
や
悪
化
防
止
に
な
り
ま
す
。

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

特
に
正
し
い
扱
い
方
を
心
掛
け
、
必
ず

乳
児
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
向
き
癖
が
あ
る

□
女
の
子
（
男
の
子
よ
り
多
い
）

□
家
族
に
股
関
節
の
悪
い
人
が
い
る

□
逆
子
（
骨
盤
位
）
で
生
ま
れ
た

□
寒
い
時
期
（
11
月
～
3
月
）
に
生

ま
れ
た
（
足
を
伸
ば
し
た
状
態
で

衣
服
に
く
る
ん
で
し
ま
う
た
め
）

歩
き
始
め
る
ま
で
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
仰
向
け
で
寝
て
い
る
時
は
Ｍ
字
型
開

脚
を
基
本
に
自
由
な
運
動
を

き
つ
い
オ
ム
ツ
や
洋
服
は
、
両
足
を

外
か
ら
締
め
付
け
て
足
が
伸
ば
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。（
図
2
）

防
は
、大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
の
頃
か

ら
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳
幼
児
期
は
、
体
や
味
覚
な
ど
が
急

激
に
発
達
す
る
時
期
で
す
。
薄
味
を
基

本
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
繰
り
返
し

体
験
す
る
こ
と
が
、
健
全
な
食
習
慣
を

築
く
基
礎
と
な
り
ま
す
。

学
童
期
以
降
は
、
女
子
の
や
せ
志

向
が
目
立
ち
始
め
ま
す
。
し
か
し
、
女

性
が
妊
娠
前
に
や
せ
て
い
る
と
、
生
活

習
慣
病
が
起
こ
り
や
す
い
低
出
生
体
重

児
の
出
生
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
過
度
の
肥
満
と
や
せ
が
心
身
へ
及

ぼ
す
影
響
を
知
り
、
適
正
体
重
を
維
持

で
き
る
よ
う
１
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。本

計
画
の
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、「
何
を
」「
ど

う
食
べ
る
の
か
」
と
い
っ
た
健
全
な
食

の
あ
り
方
を
学
び
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
、
各
年
代
で
の
目
標

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
抱
っ
こ
は
正
面
抱
き
「
コ
ア
ラ
抱
っ

こ
」
を
し
ま
し
ょ
う

赤
ち
ゃ
ん
を
正
面
か
ら
抱
く
と
、
両

膝
と
股
関
節
が
曲
が
っ
た
Ｍ
字
型
開
脚

で
お
母
さ
ん
（
お
父
さ
ん
）
の
胸
に
し

が
み
つ
く
正
し
い
形
に
な
り
ま
す
。
こ

の
抱
き
方
は
、
あ
た
か
も
コ
ア
ラ
が
木

に
つ
か
ま
っ
た
形
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
コ
ア
ラ
抱
っ
こ
」（
図
3
）
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
両
膝
と
股
関

節
が
Ｍ
字
型
に
曲
が
っ
て
使
え
る
「
正

面
抱
き
用
の
抱
っ
こ
ひ
も
」
の
使
用
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

横
抱
き
の
ス
リ
ン
グ
（
図
4
）
は
お

母
さ
ん
に
密
着
で
き
る
の
で
赤
ち
ゃ
ん

は
安
心
で
き
ま
す
が
、
開
脚
の
姿
勢
が

と
れ
ず
、
ま
た
両
足
が
伸
ば
さ
れ
る
危

険
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
向
き
癖
が
あ
る
場
合
は
反
対
側
の
足

の
姿
勢
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

赤
ち
ゃ
ん
は
常
に
向
き
癖
の
反
対
側

か
ら
話
し
掛
け
る
、
向
き
癖
側
の
頭
か

ら
身
体
ま
で
バ
ス
タ
オ
ル
や
マ
ッ
ト
を

利
用
し
て
少
し
持
ち
上
げ
る
な
ど
の
方

法
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
に
合
っ
た
方
法
を
工
夫
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

（
日
本
整
形
外
科
学
会
、
日
本
小
児
整

形
外
科
学
会
の
資
料
よ
り
引
用
）

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

（図 1）好ましい姿勢
両足をＭ字型に曲げて開き
よく動かしている

（図 3）コアラの姿勢とコアラ抱っこ
両足が十分に曲がり、Ｍ字型をしている

市
食
育
推
進
計
画
（
第
2
次
）
目
標
の
実
現
に
向
け
て

安曇野市食育推進
キャラクター

たべたくん

今
月 の

レ
シ ピ

作り方
①わさびの花芽をよく洗い、3㌢くらいのザク切りにし、

ボールに入れて、塩 30㌘を加えてしっかり混ぜる。
② 80 度くらいの熱湯を①にかけてよくかき混ぜる。1

分程度でザルにあけて塩水をすてる。流水でしっかり
と手早く冷ます。

③しっかり冷めたらザルにとって水気をきる。
④密封容器またはジッパー付き保存袋に③の

花芽と塩 5㌘、砂糖 10㌘を入れ、ひたひた
程度の水を入れて冷蔵庫に一晩置くと辛味
が出てきます。好みでめんつゆ、三杯酢な
どを掛けてお召し上がりください。

※手早く冷水で冷ますときれいな緑色に仕上
がります。

※汁ごと冷凍でき、自然解凍で食べることが
できます。

※残った漬け汁も風味があるので、うどん、
そうめんなどのつゆに利用できます。

材料（4 人分）
わさびの花　250㌘、塩、砂糖

紹介者　農村生活マイスター　

望月 妃
ひ さ え

佐枝さん

わさびの花のおひたし （図 2）

両足がＭ字型に
開かず伸ばされ
たような姿勢も
要注意です。
両足をしめつけ
てしまうオムツ
や洋服はさけま
しょう。

（図4）

わさびの花は、5 月中ごろまで出
回っています。
穂高、豊科地域にはわさび店が多
く、そこでわさびの花を買うこと
ができます。てんぷらにするのも
おすすめです。
今の時期、河川敷や原っぱに行く
と、よもぎも採れます。裏に白い
産毛の生えたものを摘み取って草
団子にするとおいしいですよ。
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5月 (May)の予定

14日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のホームページにアクセスを。
　http://usc.or.jp

16日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

5 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談
８日（木）	（予約日：1日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
22日（木）	（予約日：15日（木））
場穂高支所　大会議室
時いずれも13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約
平日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

5 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	１・15日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	８・22日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
	13・27日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
	14・28日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）

20日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

5 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

3日（土・祝） 4日（日・祝） 5日（月・祝） 6日（火・振替） 11日（日） 18日（日） 25日（日）
平 林 医 院
62-2227［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

追分クリニック
82-2129［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

前角整形外科医院
82-1478［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

須澤クリニック
82-2993［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

土屋クリニック
71-1811［豊科］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

市 川 歯 科 医 院
72-2116［豊科］

クリーン歯科クリニック
72-3398［豊科］

山 本 歯 科 医 院
72-5748［豊科］

ちかぞえ歯科医院
88-7770［豊科］

丸山整形外科医院矯正歯科
72-7000［豊科］

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

チャレンジタイム
バドミントン＆おやつ 10日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約  対象：小学生以上　持ち物：上履き・ラケット（ある人）

★バドミントンを楽しんで、皆でおやつを食べましょう♪

読み聞かせ
（スマイルさん） 16日（金） 11：00 ～
キッズパーク
リズム遊び 13・14・15日 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　対象年齢：13日（火）2歳児対象／ 14 日（水）1歳
児対象／ 15 日（木）0歳児対象

お下がり会 19日（月） 10：30 ～ 11：30
出品者はご予約ください。出品した品物が残ったときはお持ち帰りください。

育児相談 26日（月） 10：30 ～ 12：00

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

ママキッズビクス ８日（木） 10：30 ～ 11：30
講師：遠藤正美さん　持ち物：飲み物、タオル

読み聞かせ
（おはなしムーンさん） 12・19 日（月） 11：00 ～ 11：20
育児相談 23日（金） 10：30 ～ 12：00

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
1日（木）・12日（月）・19日（月）・26日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）
児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

8・15・22日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）
精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

２日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）
 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

7・14・21・28日（水）　※ 7・21 日は家族会　場豊科公民館和室
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

８日（木）・★ 29日（木） 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
12日（月）・★ 26日（月） 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
13日（火）・★ 27日（火） 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
14日（水）・★ 28日（水） 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
16日（金）・★ 30日（金） 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日（5・6日は除く）

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日（5・6日は除く）

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

15日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

育児相談 ９日（金） 10：30 ～ 12：00
相談員：小川原容子さん

読み聞かせ
（おはなしムーンさん） 19日（月） 11：00 ～
キッズパーク
リズム遊び 20・21・22 日 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　★対象年齢：20日（火）2歳児対象／ 21 日（水）1
歳児対象／ 22 日（木）0歳児対象

チャレンジタイム
卓球教室 24日（土） 14：00 ～ 15：00
講師：西村佐保子さん　対象：小学生以上

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

お下がり会 ８日（木） 10：30 ～ 11：30
対象：未就園児親子　★出品者のみお申し込みください。各ご家庭での不
要品の出品にご協力ください。

小学生チャレンジ！
カレー会 17日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円  対象：小学生　定員：30 人　持ち物：野菜、軍手、水筒、

帽子　★飯盒炊さんやカレー作り、楽しいゲームも行います。

キッズパーク
ピクニック 20日（火） 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　★対象：未就園児親子　定員：10組　持ち物：水筒、帽子

キッズパーク
こいのぼり作り 27・28・29 日 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　対象：未就園児親子

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

育児相談（身体測定） ２日（金） 10：30 ～ 12：00
★身体測定は 10：00 ～ 12：00

みんなあつまれ！
端午の節句 ８日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  定員：20組

農園　植える 12日（月） 10：30 ～ 11：30
要予約  定員：20組　持ち物：軍手、タオル、水筒　

★年間登録制です。収穫の楽しみを味わうために是非ご登録ください。

読み聞かせ
（おはなしどりぃむさん） 12日（月） 11：20 ～ 11：40
キッズパーク
リズム遊び 20・21・22 日 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　持ち物：タオル、水筒　★対象年齢：20日（火）2
歳児対象／ 21 日（水）1歳児対象／ 22 日（木）0歳児対象

子育てコンサート 24日（土） 13：30 ～ 15：00
要予約  定員：30 組　出演者は「ゆいまーる」。沖縄音楽や小さい子ども

向けの音楽です。どうぞお越しください。

おさがり会 30日（金） 10：30 ～ 11：30
出品される方はお申し込みください・詳細はお問い合わせください。

ふれあい農園　苗植え ９日（金） 10：00 ～ 11：00
要予約  定員：10組　持ち物：汚れても良い服装

キッズパーク
ピクニック 13・14・15日 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　対象年齢：13日（火）2歳児対象／ 14 日（水）1歳児
対象／ 15 日（木）0歳児対象

ふれあい農園　支柱立て 16日（金） 10：00 ～ 11：00
要予約  定員：10組　持ち物：汚れても良い服装

育児相談 19日（月） 10：00 ～ 12：00
チャレンジタイム
わりばしでっぽう作り 24日（土） 14：00 ～ 15：00
要予約 50円  対象：小学生　定員：20人

★世界に1つだけのオリジナルわりばしでっぽうを作ろう！

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

育児相談（身体測定） 16日（金） 10：30 ～ 12：00
★身体測定は 10：00 ～ 11：30

子育て勉強会 要予約 16日（金） 10：30 ～ 11：30
読み聞かせ
（おはなしどりぃむさん） 21日（水） 11：00 ～ 11：20
楽しいお話がいっぱいです

チャレンジタイム
春のおやつ作り 24日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  対象：小学生　★春を感じるおやつをみんなで作ろう。

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

キッズパーク
リズム遊び 13・14・15日 10：30 ～ 11：30
自由参加枠 要予約 　持ち物：タオル・飲み物・動きやすい服装対象年齢：
13日（火）2歳児対象／14日（水）1歳児対象／15日（木）0歳児対象

育児相談 14日（水） 10：30 ～ 12：00
相談員：丸山篤子さん

読み聞かせ
（ひばりの会さん） 15日（木） 16：00 ～
対象：小学生向け
★楽しいお話、すてきなお話を楽しみましょう♪

みんなあつまれ
あかしな劇場 23日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 50円  定員：30組程度

チャレンジタイム
クライミング体験教室 31日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約  講師：長野県山岳総合センター職員  対象：小学生以上　定員：

20組程度　持ち物：タオル、水分、動きやすい服装、うわばき
★クライミングにチャレンジ♪  ロープを使って高い壁にも挑戦しよう！

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日

みんなあつまれ
かしわもち作り １日（木） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  定員：25人　持ち物：エプロン・三角巾

★かしわもちを作って、端午の節句をお祝いしましょう。

読み聞かせ
第1・4週はおはなしどりぃむさん
第2・3週は坂井節子さん

2・9・16・23日（金） 11：00 ～ 11：20

布製手作りファイル作り ８日（木） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  定員：25人　持ち物：洗濯ばさみ 4個

★手作りボランティア「チームなでしこ」さんから手作り
の布製ファイルを教えて頂きます

育児相談（身体測定） 9日（金） 10：00 ～ 12：00相談員：丸山篤子さん

わらべうた
内山房子さん 12・19・26日（月） 11：10 ～
★わらべうたで遊んでゆったりとした時間を過ごしましょう。

30日（金）場穂高支所
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 
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2014.4.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 98,959人（	－81）

	男 	 47,996人（	－49）

	女 	 50,963人（	－32）

世帯 	 38,074世帯（	＋62）
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もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ
全国統一防火標語

春の山火事予防運動を実施中
4 月、5 月は、山火事が発生しやすい時期です。山火事を未然に
防ぎ、森林を守るため、次のことに気を付けましょう。

枯れ草などがある火災の起こりやすい所で
は、たき火をしないよう心掛けましょう。

十分乾燥させ、煙が極力出ないように風向
きや時間に配慮しましょう。

火気の使用中はその場を離れず、使用後は完
全に消火しましょう。

一度に大量に焼却せず、少しずつ分散させて
焼却しましょう。

タバコは決められた場所で喫煙し、吸い殻は
必ず消し、投げ捨てないようにしましょう。

農業資材等は、焼却しないようにしましょう。

強風時、乾燥時にはたき火、火入れをしな
いよう心掛けましょう。

あぜ草の焼却は、延焼に十分な対策をとり、
その場を離れないようにしましょう。

火遊びはしないよう心掛けましょう。

周辺の人に事前に声を掛けて、トラブル防
止に努めましょう。

１ ２

３ ４

５

農作業での野外焼却にご配慮を
　せん定枝の焼却やあぜ草焼きの煙に対する苦情が多く寄せられています。農業者
の皆さんは次の項目にご配慮をお願いします。なお、農業を営むため必要な焼却は
法律で例外として認められています。市民の皆さんのご理解をお願いします。

問い合わせ　
堀金支所内　危機管理課消防防災係（472・6769 672・6739）
三郷支所内　耕地林務課林務担当（477・3111 ㈹ 677・6060）　農政課生産振興担当（477・3111 ㈹ 677・6060）


